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平
成
22
年
、
第
39
回
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
が
、
11
月
17
日
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
全
国
よ
り
１
２
０
０
名

が
参
加
し
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
変
わ
ら
ね
ば
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
取

り
組
ん
で
き
た
、
わ
が
〝
み
ら
い
ふ
る

鎌
倉
〞、昨
年
の
大
久
保
前
会
長
の
「
育

成
功
労
表
彰
」
に
続
き
、「
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
」
と
し
て
神
奈
川
県
代
表
で
連

続
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
２
０
０
０
団
体
の
頂
の
一
つ
に

立
た
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
、参
加
者
の

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
拍
手
、

そ
れ
は
そ
れ
は
心
地
よ
い
も
の
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。晴
れ
が
ま
し
さ
と
同
時
に

覚
え
た
、感
動
、感
激
、感
謝
の
気
持
ち
を

筆
舌
し
が
た
い
の
が
も
ど
か
し
い
で
す
。

　

諸
先
輩
が
築
き
お
示
し
く
だ
さ
っ
た

道
を
行
政
の
応
援
を
得
て
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
誠
実
に
活

動
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
賞

に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
の
賞
に
値
す
る
諸
活

動
を
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
健
康
で
「
世
の
た
め
」「
人
の
た

め
」「
次
の
世
代
の
た
め
」、
こ
の
表
彰

へ
の
ご
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
〝
み
ら
い
ふ
る
〞
の
代
表
の
一
員
と

し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ご
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
副
会
長　

沖
田　

俊
昭
）
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　９月２日㈭、３日㈮の２日間にわたり横浜港「大さん
橋ホール」において 55歳以上の元気な盛年がつくる文化
祭、GＯGＯＴＯＷＮ　in　大さん橋が開催され、１万
人超の入場者で賑わいました。みらいふる鎌倉は老人クラ
ブとして唯一特別招待を受け、９月２日㈭、このイベント
に横浜港のランチクルーズを合わせた特別廉価で提供の日
帰りバスツアーを行い、バス６台を連ね２６０人が参加、
楽しい一日を過ごしました。会場に展示された 40人余り
の会員の絵画、工芸品、手芸品等はいずれも素晴らしい作
品揃いで、みらいふる鎌倉の底力をアピールし、あわせて
古都鎌倉の名所、旧跡のパネル展示により、世界遺産登録
推進活動をＰＲしました。ステージでは鎌倉のフラダンス
グループが、華やかな踊りで大勢の観客を魅了し、特別ゲ
スト、ビリーバンバン、湯原昌幸・荒木由美子夫妻の出演

に観覧席は超満員でした。
会場内のブースには多く
の企業が健康、旅行、飲食、
美容、学び等のテーマで出
展し、焼酎の見本瓶が一
番人気のおみやげでした。

（Ａ）

第
39
回 

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
が
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
を
受
章

GOGOTGOGOTOWNOWN  in 大さん橋in 大さん橋

▲式典のもよう

　

会
場
に
て
（
奴
田
会
長
）

社会福祉法人 湘南育成園 特別養護老人ホーム 

ささ君 ささ君 ささ君 

ささりんどう鎌倉 ささりんどう鎌倉 ささりんどう鎌倉 
デイサービス、 

ショートステイ、入所、 
何でもご相談にのります！ 

0467ー42ー3701
鎌倉市稲村ガ崎３ー１３ー５３ 

自立して心豊かに暮らしたい方に 
稲村ガ崎の海の近く 

全室個室、介護保険サービス利用可 

鎌倉といえば… 

（0467） 25ー0810
鎌倉市小町２ー１１ー１９ 

病院種別　 療養型病床群58床 

診療科目　 内科・呼吸器内科・循環器内科 
　　　　　 消化器内科・心療内科・整形外科 
　　　　　 リハビリテーション科・放射線科 
　　　　　 皮膚科・泌尿器科・脳神経外科 
　　　　　 人工透析（外来・入院）・人間ドック 

鎌倉市大町4丁目6番6号 
（0467） 25ー1231

医療法人財団額田記念会 医療法人財団額田記念会 

額田記念病院 額田記念病院 

鎌倉市大町４丁目6番6号 

今、そしてこれからの安心を 
古都、鎌倉で・・・ 

介護老人保健施設 介護老人保健施設 

老健ぬかだ 老健ぬかだ 

（0467） 25ー3511

1　施設入所サービス 
2　短期入所（短期入所療養介護）サービス 
3　通所リハビリテーション 

午後２ ００～： ６ ００：
午前１０００～： １２３０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ／ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

休診日　木・日・祝日・土曜午後

（0467）47ー6755（0467）47ー6755
http://www9.plala.or.jp/wakasugi-clinic/

鎌倉市大船６ー１ー１ 松竹ショッピングセンター２F

若杉内科クリニック
内科・腎臓内科・リウマチ科

鎌 倉 市 上 町 屋７５０ 

鎌倉市植木６８３ー１０ 

（0467） 42ー1717

（0467） 41ー1122
平成23年4月 山崎（湘南鎌倉病院跡地） 
に介護老人保健施設開設予定！！ 
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二
階
堂
さ
ん
の
家
は
天
園
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
覚
園
寺
降
り
口
に
近
い

緑
園
台
に
あ
る
。我
が
家
と
近
く
、
ま

た
、ペ
ン
ク
ラ
ブ
で
の
お
仲
間
な
の
で

ご
来
駕
い
た
だ
き
３
時
間
の
放
談
と

な
っ
た
。今
回
は
対
談
を
中
心
に
諸
々

の
情
報
を
入
れ
ま
と
め
た
も
の
。

　

鎌
倉
へ
は
24
歳
の
時
（
S
47
）
転

入
、
和
田
塚
・
大
町
（
2
回
）・
二

階
堂
（
16
年
）
と
通
算
38
年
に
な
る
。

奥
さ
ん
の
実
家
が
金
沢
八
景
な
の
で

近
隣
の
鎌
倉
を
選
ん
だ
。
鎌
倉
に
来

て
最
大
の
喜
び
は
、
横
山
隆
一
と
い

う
大
先
輩
が
孫
世
代（
40
違
い
）の
私

を
可
愛
が
り
温
か
く
接
し
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
酒
好
き

の
私
の
有
力
な
ア
ル
コ
ー
ル
補
給
源

と
な
り
、
横
山
邸
に
集
ま
る
那
須
良

輔
・
横
山
泰
三
・
赤
塚
不
二
夫
さ
ん
等

と
の
交
際
が
楽
し
か
っ
た
こ
と
だ
。

　

芸
大
の
入
試
を
止
め
て
近
藤
日
出

造
、
横
山
泰
三
の
デ
ザ
イ
ン
カ
レ
ッ

ジ
漫
画
部
に
入
り
、
漫
画
の
世
界

の
奥
深
さ
を
知
り
漫
画
家
を
目
指
し

た
。
20
歳
の
時
、
生
活
の
た
め
双

葉
社
に
入
り
、「
漫
画
ア
ク
シ
ョ
ン
」

創
刊
に
ぶ
つ
か
り
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

３
年
間
働
き
、
そ
の
間
創
作
に
も
励

み
、
終
刊
近
か
っ
た
文
春
の
「
漫
画

読
本
」
に
「
兵
隊
さ
ん
物
語
」
を
書

き
評
価
さ
れ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
40
歳

ま
で
の
20
年
間
は
「
東
京
新
聞
」
の

政
治
漫
画
や
、「
朝
日
中
学
生
ウ
ィ
ー

ク
リ
ー
」
の
「
少
年
無
茶
四
」
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
挑
戦
し
、
異
な

る
描
法
に
苦
心
し
な
が
ら
新
し
い
描

線
を
創
造
し
た
。

　

そ
し
て
92
年
小
説
新
潮
に
連
載
の

「
極
楽
町
一
丁
目
」
が
評
価
さ
れ
第

21
回
漫
画
家
協
会
賞
大
賞
を
受
賞
。

こ
の
作
品
は
そ
の
後
、
数
冊
単
行
本

と
な
り
今
も
続
い
て
い
る
が
、
新
し

い
描
線
を
確
立
し
た
と
い
わ
れ
、
私

に
と
っ
て
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な

作
品
と
な
っ
た
。

　

こ
の
作
品
は
嫁
姑
の
日
常
的
な
心

的
葛
藤
を
殺
す
殺
さ
れ
る
の
活
劇
画

で
表
現
し
た
８
〜
24
コ
マ
の
パ
タ
ー

ン
化
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
連
続
の

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
で
、
次
々
と
編
み

出
さ
れ
る
凄
惨
な〝
殺
し
〞の
方
法
に

読
者
は
引
き
込
ま
れ
る
。「
お
義か

あ母

さ
ま
が
寝
た
き
り
に
な
っ
て
か
ら
も

う
5
年
…
死
ぬ
ほ
ど
疲
れ
た
ァ
…
」

と
毎
回
同
じ
嫁
の
姿
か
ら
始
ま
る
。

嫁
は
柳
腰
の
ソ●

●ソ
た
る
美
人
で
姑
も

元
美
人
の
面
影
を
残
し
た
老
女
、
姑

は
武
芸
の
心
得
が
あ
る
よ
う
で
時
に

は
一
上
一
下
も
み
あ
う
こ
と
し
ば

し
、
エ●

●イ
と
ば
か
り
天
井
ま
で
は
ね

と
ば
す
、
弧
を
描
く
嫁
の
肢
体
に
曲

線
美
あ
り
、
毎
度
姑
は
巧
み
に
殺
し

か
ら
逃
れ
て
最
後
は
両
人
な
ご
や
か

に
旧
に
復
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
。

　

自
分
の
母
は
60
歳
で
脳
血
栓
で
死

ぬ
ま
で
半
身
不
随
寝
た
き
り
で
、
90

近
く
ま
で
弟
と
そ
の
嫁
さ
ん
が
故
郷

で
介
護
し
て
く
れ
た
。
東
京
へ
出
て

き
た
時
の
気
持
ち
を
ず
ー
っ
と
持
ち

続
け
て
い
る
が
、
嫁
と
姑
の
問
題
は

世
界
中
、
永
遠
に
消
え
な
い
テ
ー
マ

で
あ
り
人
間
関
係
の
中
心
の
問
題
と

思
う
。
今
も
自
分
は
人
気
の
あ
る
漫

画
家
と
は
、
大
分
ず
れ
て
い
て
正
常

と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
中
高
年
の
読
者
に

と
っ
て
は
身
に
つ
ま
さ
れ
る
テ
ー
マ

で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
こ
の
ブ
ラ
ッ

ク
・
ユ
ー
モ
ア
、
陰
鬱
に
な
ら
な
い

の
は
描
線
に
抒
情
性
が
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
。
故
・
山
本
夏
彦
、
椎
名
誠
、

渡
辺
淳
一
氏
等
が
大
フ
ァ
ン
と
の
こ

と
。
し
か
し
な
か
な
か
出
版
社
が
増

刷
し
て
く
れ
ず
、い
つ
も
絶
版
状
態
。

紀
伊
国
屋
・
ジ
ュ
ン
ク
堂
本
店
に
は

並
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　

二
階
堂
さ
ん
の
今
一
つ
漫
画
界
の

マ
ン
ネ
リ
を
突
き
破
ろ
う
と
す
る
改

革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、〝
セ
ッ
ク
ス
〞

が
笑
い
の
原
点
で
あ
る
と
の
主
張

だ
。
隆
一
さ
ん
の
「
百
馬
鹿
」
に
似

た
傑
作
「
幸
福
論
」（
１
９
９
０
）、

一
枚
絵
の
ナ
ン
セ
ン
ス
漫
画
集
で
、

私
家
版
で
テ
ー
マ
が
セ
ッ
ク
ス
と
い

う
こ
と
で
行
き
渡
っ
て
い
な
い
が
、

幸
い
中
央
図
書
館
で
は
館
内
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
先
年
一
コ
マ
漫
画

の
最
高
峰
と
認
め
ら
れ
て
京
都
精
華

大
学
芸
術
学
部
が
一
括
買
い
上
げ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
１
９
８
３
年
か
ら
27
年

３
３
０
回
続
い
て
い
る
「
か
ま
く
ら

春
秋
」
の
看
板
ペ
ー
ジ
、「
今
様
鎌

倉
ポ
ン
チ
絵
」
で
歴
代
市
長
が
登
場

し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
頁
を
通
じ

て
市
長
さ
ん
に
親
し
み
を
感
じ
て
い

る
ほ
ど
だ
。
高
額
退
職
金
問
題
・
御

成
校
舎
改
築
問
題
・
緑
保
全
問
題
・

ゴ
ミ
収
集
等
歴
代
市
長
の
悩
み
も
よ

く
突
い
て
い
る
。
そ
れ
に
隆
一
さ
ん

も
ほ
め
た
よ
う
に
各
市
長
の
特
徴
を

よ
く
捉
え
て
い
る
。
市
長
さ
ん
た
ち

と
も
飲
み
屋
で
二
階
堂
さ
ん
と
よ
く

会
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

対
談
が
終
わ
っ
て
、
や
は
り
二
階

堂
さ
ん
の
本
が
手
に
入
ら
な
い
こ
と

に
改
め
て
い
ら
だ
ち
と
残
念
な
思
い

が
つ
の
る
。
ま
だ
お
若
い（
失
礼
！
）

年
齢
で
あ
る
し
、
今
後
何
と
か
さ
ら

に
奇
抜
な
大
人
の
楽
し
め
る
画
を
新

局
面
で
提
供
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

心
底
か
ら
お
願
い
し
期
待
し
た
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

（
対
談
者
：
門
田
・
中
村
）

　

折
し
も
久
し
ぶ

り
に
新
刊
の
「
竜

馬
が
イ
ク
ー
ッ　

立
志
篇
」
が
リ
イ
ド
社
か
ら
10
／
26

発
売
さ
れ
ま
し
た
。
相
当
Ｈ
で
す
。
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漫画家 二階堂　正宏  氏

　昭和 23 年２月
宮城県生まれ。現
在、鎌倉市在住。
昭和 43 年東京デ
ザインカレッジ漫
画部卒業。昭和 53 年第 24 回文芸
春秋漫画賞受賞。平成４年『小説
新潮』連載の「極楽町一丁目」で第
21 回日本漫画家協会賞大賞受賞。
「極楽町一丁目」は平成 13 年東京
芸術座、平成 14年大阪新歌舞伎座、
平成 15年名古屋御園座でそれぞれ
上演される。
　代表作『兵隊さん物語』、『足軽さ
ん物語』、『少年宮本無茶四』１コマ
ナンセンス『幸福論』など。漫画集
団所属　日本漫画家協会会員。那須
良輔風刺漫画大賞審査員。

奇
抜
な
発
想
・
多
様
な
描
線
・
強
烈
な
個
性
の
孤
高
の
漫
画
家

二階堂　正宏

歴代市長

中
西
市
長

竹
内
市
長

石
渡
市
長

松
尾
市
長

二階堂正宏作「極楽町一丁目」より

１
９
８
４
． 

２  

か
ま
く
ら
春
秋

小
島
市
長



みらいふる鎌倉

　

作
者
が
10
年
前
に
書
か
れ
た
「
実

朝
私
記
抄
」
を
例
に
挙
げ
、
歴
史
小

説
は
歴
史
の
年
譜
に
作
者
の
様
々
な

空
想
や
推
理
を
膨
ら
ま
せ
て
加
え
て

い
い
作
品
が
出
来
上
が
る
も
の
で

あ
る
と
、「
吾
妻
鏡
」を
基
に
、作
者

が
い
か
に
そ
れ
に
的
確
な
空
想
を
加

え
、
そ
の
内
容
を
膨
ら
ま
せ
て
そ
の

作
品
を
書
か
れ
た
か
、
そ
の
こ
と
を

率
直
に
語
ら
れ
た
。

　

例
え
ば
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
源
頼
朝

の
「
一
周
忌
法
要
」
を
政
子
が
盛
大

に
催
し
た
。
多
く
の
御
家
人
達
の
前

で
9
歳
の
少
年
・
実
朝
は
降
る
雪
も

意
に
介
せ
ず
、
多
く
の
家
臣
た
ち
の

心
配
も
よ
そ
に
健
気
に
裏
山
の
頼
朝

の
墓
ま
で
お
参
り
し
た
。
そ
の
と
き

の
姿
と
行
動
の
聡
明
さ
は
、
並
み
居

る
人
々
に
感
動
を
与
え
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
作
者
の
全
く
の
空
想
で

あ
る
。

　
「
実
朝
私
記
抄
」
に
は
、
運
命
的

な
時
代
の
動
き
が
描
出
さ
れ
、
そ
の

只
中
で
じ
り
じ
り
と
変
化
さ
せ
て
い

っ
た
青
年
像
が
鮮
や
か
に
描
き
出
さ

れ
て
い
る
。

　

講
師
の
本
阿
弥
光
次
氏
は
、
刀
剣

鑑
定
の
名
門
「
本
阿
弥
家
」
の
第
14

代
当
主
。
鎌
倉
市
内
で
刀
剣
鑑
定
の

ほ
か
居
合
い
道
場
も
さ
れ
て
い
る
。

　

刀
剣
鑑
定
の
本
家
「
本
阿
弥
家
」

は
太
閤
秀
吉
よ
り
天
下
一
の
刀
剣
鑑

定
家
の
証
し
と
し
て
、大
き
な
印
判
、

い
わ
ゆ
る
『
太
鼓
判
』
を
下
賜
さ
れ

た
（
２
cm
角
）。「
間
違
い
な
く
、
保

証
し
ま
す
」
と
言
う
時
に
「
太
鼓
判

を
押
す
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
本
阿

弥
家
の
鑑
定
書
に
押
さ
れ
た
こ
の
印

判
か
ら
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
刀
に
因
ん
だ
言
葉
は
非
常
に

多
い
。
真
剣
勝
負
、
付
け
焼
き
刃
、

両
刀
使
い
、
元
の
鞘
に
お
さ
ま
る
、

丸
腰
、
助
太
刀
、
と
う
と
う
地
金
を

だ
す
、
槍
玉
に
あ
げ
る
、
抜
き
打
ち

捜
査
、
切
れ
味
が
悪
い
、
切
羽
つ
ま

る
、
な
ど
な
ど
。
そ
れ
は
刀
が
日
本

人
と
い
か
に
深
い
繋
が
り
が
あ
る
か

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

講
師
は
古
都
を
中
心
に
撮
影
活
動

を
続
け
、特
に
鎌
倉
の
歴
史
と
文
化
・

自
然
の
撮
影
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
さ

れ
て
い
る
（
１
９
４
８
年
・
東
京
生

ま
れ
・
早
稲
田
卒
）。

　

奈
良
・
京
都
・
鎌
倉
で
撮
影
さ
れ

た
多
く
の
写
真
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投

影
し
、
そ
の
と
き
の
ご
苦
労
話
を
交

え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
都
の
特

徴
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

鎌
倉
の
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
は
、

「
風
景
の
中
に
海
、
富
士
山
が
あ
る

こ
と
」「
光
明
寺
の
裏
山
か
ら
の
風

景
」「
月
光
を
う
け
た
長
谷
大
仏
」「
建

長
寺
の
白
槙
」「
日
本
最
古
の
禅
寺
・

建
長
寺
」
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
た
。

　

昭
和
53
年
生
、
慶
大
卒
。
慶
大
俳

句
研
究
会
を
経
て
「
夏
潮
」
創
刊
。

第
一
回
黒
潮
賞
受
賞
。
著
書
多
数
。

　

俳
人
・
小
説
家
の
高
浜
虚
子
は
、

明
治
7
年
（
１
８
７
４
）
愛
媛
県
に

生
ま
れ
、
明
治
43
年
、
子
供
の
健
康

の
た
め
と
、
自
身
の
生
活
を
一
新
し

よ
う
と
一
家
を
挙
げ
て
鎌
倉
に
移
り

住
む
。
当
時
の
鎌
倉
は
「
萎
び
た
暗

い
町
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

昭
和
19
年
か
ら
小
諸
に
疎
開
し
て

い
た
が
、
22
年
鎌
倉
へ
帰
る
。
鎌
倉

で
は
三
回
転
居
。
お
能
が
大
変
好
き

で
、
大
正
3
年
に
は
能
舞
台
を
作
る

な
ど
、
毎
日
の
よ
う
に
お
能
を
し
て

い
た
と
い
う
。
そ
の
間
、
大
正
2
年

俳
壇
に
復
帰
し
、
昭
和
3
年
「
花
鳥

諷
詠
」
を
提
唱
。
昭
和
5
年
立
子
に

「
玉
藻
」
を
創
刊
主
宰
さ
せ
、
自
ら

の
後
継
者
と
し
て
立
子
を
育
て
る
。

　

昭
和
34
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、
50

年
近
く
を
鎌
倉
で
過
ご
し
た
。

◆
虚
子
鎌
倉
句
抄

波
音
の
由
比
ヶ
浜
よ
り
初
電
車

（
句
碑
１
）

松
の
間
に
枯
芝
見
え
て
ホ
テ
ル
か
な

山
荘
や
南
に
夏
の
海
す
こ
し（
鎌
倉
山
）

実
朝
忌
由
井
の
波
音
今
も
高
し

永
き
日
の
わ
れ
等
が
為
の
観
世
音

（
長
谷
寺
・
句
碑
２
）

花
の
旅
い
つ
も
の
如
く
連
れ
立
ち
て

（
瑞
泉
寺
・
句
碑
３
）

（
原
田
）
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市
老
連
活
動
の
報
告

と
情
報
の
コ
ー
ナ
ー

みみ
らら
いい
ふふ
るる
鎌鎌
倉倉
のの
動動
きき

第46回　鎌倉市老人大学寿講座　ー教養センター夏期共催第46回　鎌倉市老人大学寿講座　ー教養センター夏期共催ーー
平成22年７月13日平成22年７月13日㈫㈫～16日～16日㈮㈮４日間　場所・レイウェル鎌４日間　場所・レイウェル鎌倉倉

「
私
の
源
実
朝
」　

講
師　

岡
松　

和
夫

（
作
家
・
第
74
回
芥
川
賞
受
賞

鎌
倉
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）

１
日
目

「
日
本
刀
と
の
ふ
れ
あ
い
」

講
師　

本
阿
弥
光
次

２
日
目

「
古
都
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
」

奈
良
・
京
都
・
鎌
倉

講
師　

原
田　

寛

３
日
目

 

「
虚
子
と
鎌
倉
」

講
師　

本
井　

英

４
日
目

◎
来
年
度
老
人
大
学
寿
講
座
の
一
環

と
し
て
〝
み
ら
い
ふ
る
懐
か
し
き
映

画
の
会
〞
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

＊
原
節
子
の
「
お
嬢
さ
ん
乾
杯
」

＊
有
田
紀
子
の
「
野
菊
の
如
き
君
な

　

り
き
」

＊
山
口
淑
子
の
「
わ
が
生
涯
の
か
が

　

や
け
る
日
」

＊
岸
・
佐
田
の
「
君
の
名
は
」
等

予
定
し
て
い
ま
す
。

2011年7月に地上デジタル放送完全移行 
JCN鎌倉に地デジ対応はお任せ下さい 

あなたの街のケーブルテレビ、JCN鎌倉はテレビ、 
インターネット、電話まで暮らしに役立つサービスを提供。  

携帯電話・PHSは0467ー44ー2332
0120ー441ー213

信栄不動産（株） 
代表取締役 矢嶋みち 
鎌倉市大船1丁目12ー18

（0467） 44ー2398
（0467） 46ー3242FAX 

36 

心のふれあいを大切に 
足の健康は体の健康のもとになります。 

足・靴の悩み無料相談 

大船駅東口徒歩３分 TEL （0467） 42ー6322

足にやさしい・体にやさしい・健康になれる靴を考える 

・靴が合わない ・足が疲れる 
・外反母趾など足のトラブル 
・膝関節症、股関節症、腰痛 
・リ ウ マ チ 、糖 尿 病 
・子供の足の健康が気になる 

★ココ コンビニ 

交番 

大船駅 

ロビンフット靴店 定休日 
水曜 

野村ホームの協力会社 

（旧 住宅サービスセンター） 

親切なリフォーム 
－ お気軽にご相談下さい － 

（悪徳業者などの問題はすぐ相談を！） 

マルモ工業 

鎌倉市梶原1ー20ー5
（0467） 42ー2572

鎌倉
　腰越港

鎌倉市腰越２－１２－１０ （0467）32ー2121

つりぶねつりぶね
各種貸竿・貸道具完備
第１・第３木曜日定休

●乗合船 【毎日出船】
１人 7，０００～８，5００円 エサ付

●仕立船（予約が必要です）
１０隻 大小（トイレ付）５人より出船
１人 8，0００円～ エサ付

会食・宴会の予約受付中
地魚料理地魚料理

●刺身定食・煮魚定食
  焼き魚定食・しらす定食
各種定食 １，０００円～

●しらす料理・刺身・サザエ
  焼き物・天ぷら・なべ物

木曜日定休
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女
性
部
の
活
動
は
、友
愛
チ
ー

ム
と
福
祉
ま
つ
り
バ
ザ
ー
に
参

加
し
て
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
特
養
プ
ラ
イ
エ
ム
き
し

ろ
、
特
養
七
里
ケ
浜
ホ
ー
ム
、

特
養
靜
養
館
の
３
カ
所
に
友
愛

チ
ー
ム
で
４
人
一
組
で
慰
問
し

て
い
ま
す
。

　

施
設
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
で

す
が
、つ
く
ろ
い
物
、ボ
タ
ン
付

け
、ロ
ビ
ー
で
お
話
し
合
い
、歌

な
ど
歌
っ
て
き
ま
す
。
初
め
は

知
ら
ん
顔
、
帰
る
頃
は
慣
れ
て

涙
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
帰
ら
な
い
で
」「
ま
た
来
て
ね
」

と
手
と
手
を
取
っ
て
別
れ
て
き

ま
す
。
私
た
ち
が
行
く
の
を

待
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
れ
る
か

ら
は
り
き
っ
て
行
け
る
の
で

し
ょ
う
。

　

そ
れ
か
ら
、
バ
ザ
ー
も
大
分

長
く
続
い
て
い
ま
す
。
我
々
も

高
齢
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

足
腰
を
動
か
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
品
物
に
値
付
け
す
る
の

に
、
今
は
い
ろ
い
ろ
と
出
回
っ

て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
安
く

た
く
さ
ん
の
方
に
買
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
声
を
大
に
し
て
売
っ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
か
、み
ら

い
ふ
る
が
一
番
元
気
が
良
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
（
だ
ま
っ
て

い
て
は
売
れ
ま
せ
ん
も
の
ね
）。

　

ど
う
ぞ
今
後
と
も
お
越
し
く

だ
さ
い
。部
員
も
楽
し
み
な
が

ら
参
加
し
て
い
る
の
で
。段
々
と

品
物
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、日
頃
か
ら
お
心
が
け
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
う
し
て
、
九
月
の
バ
ザ
ー

が
終
わ
り
ま
す
と
、
暮
れ
の
３

カ
所
慰
問
が
待
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
仕
事
と
し

て
、
施
設
に
伺
う
時
に
例
年
評

判
の
よ
い
の
は
膝
掛
け
を
差
し

上
げ
る
こ
と
。新
し
い
タ
オ
ル
、

古
い
タ
オ
ル
、
布
切
れ
な
ど
今

年
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

膝
掛
け
は
、縫
い
合
わ
せ
や

柄
合
わ
せ
な
ど
い
ろ
い
ろ
工
夫

し
、き
れ
い
な
膝
掛
け
が
出
来
上

が
り
ま
す
。昨
年
は
３
カ
所
に

20
枚
お
届
け
し
ま
し
た
。施
設

に
伺
い
ま
す
と
、以
前
差
し
上
げ

た
も
の
を
使
用
し
て
迎
え
て
く

だ
さ
り
、嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
女
性
部
は

活
動
し
、
今
年
も
部
員
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

（
女
性
部
長　

相
澤　

靜
子
）
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第
15
回
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
６
月
17
日
に
笛

田
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し

た
。雨
が
続
き
ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
し
た

が
、当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、男
子
74

名
女
子
63
名
計
1
3
7
名
の
選
手
に

よ
り
、と
て
も
高
齢
者
と
は
思
え
な

い
よ
う
な
元
気
に
楽
し
く
無
事
に
競

技
が
で
き
ま
し
た
。

　

男
子
は
松
岡
政
之
輔
さ
ん
（
二
階

堂
白
寿
会
）
女
子
は
広
田
喜
代
子
さ

ん
（
中
央
和
光
会
）
が
高
ス
コ
ア
で

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
年
々
上

達
さ
れ
て
お
り
、
来
年
も
大
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
お
互
い
に
元
気

に
相
ま
み
え
る
こ
と
を
誓
っ
て
無
事

閉
会
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
部
員
の

他
多
数
の
お
手
伝
い
し
て
下
さ
れ
た

方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

小
倉　

弘
二
）

第 15回 みらいふる鎌倉グラウンドゴルフ大会

　

西
鎌
倉
小
学
校
近
く
の
お
宅

に
、
ヤ
イ
さ
ん
は
娘
さ
ん
ご
夫

婦
と
ご
一
緒
の
生
活
だ
。
ヤ
イ

さ
ん
は
自
ら
は
多
く
語
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
ご
夫
婦
か
ら
100
歳

ま
で
の
元
気
一
杯
だ
っ
た
生
活

ぶ
り
が
う
か
が
え
た
。

　

ヤ
イ
さ
ん
は
明
治
43
年
６
月

黒
部
川
ぞ
い
の
農
家
に
男
３
人

女
４
人
の
次
女
と
し
て
出
生
、

に
ぎ
や
か
す
ぎ
る
大
家
族
だ
っ

た
。
富
山
出
身
の
ご
主
人
と
結

婚
後
川
崎
で
の
生
活
が
長
か
っ

た
が
、
鎌
倉
の
今
の
生
活
は
昭

和
45
年
か
ら
40
年
、
福
寿
会
に

は
設
立
当
初
か
ら
の
会
員
で
、

95
歳
く
ら
い
ま
で
大
い
に
皆
さ

ん
と
親
交
を
深
め
積
極
的
に
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し

た
。

　

声
を
高
ら
か

に
出
す
こ
と
が

得
意
で
こ
れ
が

健
康
に
よ
か
っ

た
の
か
、詩
吟
・

民
謡
・
謡
曲
と

大
い
に
歌
い
、
年
を
と
っ
て
か

ら
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
活
動
に
も

夢
中
に
な
り
、
平
成
17
年
95
歳

で
笛
田
公
園
の
大
会
で
優
勝

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
他
鎌
倉

彫
も
製
作
し
床
の
間
に
自
作
が

飾
っ
て
あ
る
。

　

そ
し
て
、
旅
行
も
大
好
き
で

地
元
の
旅
行
会
で
80
歳
代
ま

で
海
外
旅
行
、
90
歳
ま
で
国

内
旅
行
に
参
加
。
ヤ
イ
さ
ん

ほ
ど
の
び
の
び
と
老
後
を
楽

し
ま
れ
た
方
は
少
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
玄
関
ま
で

送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ヤ
イ
さ

ん
の
温
か
く
力
強
い
握
手
に

は
驚
い
て
し
ま
っ
た
。

（
対
談
者
：
中
村
）

西鎌倉福寿会
飯田　ヤイさん（100歳）

龍　宝　寺龍　宝　寺◆表紙の写真◆表紙の写真

　大船駅西口からフラワーセンター前の通りを北に進み、トンネル
を抜けると茅葺きの山門があり、ここが陽谷山龍宝寺、鎌倉では数
少ない曹洞宗のお寺です。
　玉縄城主北条綱成が文亀 3年（1503 年）に建立した寺院がこの
寺の始まりで、天正 3年（1575 年）、玉縄 4代城主北条氏勝によっ
て現在地に移されたものです。
　長い石畳の参道の奥に風格ある本堂が建っています。本堂は昭和
26年に火災にあい、昭和 35年に再建されたもので、本尊の宝冠
釈迦如来と脇侍の文殊・普賢菩薩が祀られており、また鴨居に並べ
られた五百羅漢像が見事です。
　明治 10年玉縄学校（現玉縄小学校）がこの寺に移り、昭和 12
年まで寺は学校として使われていました。
　境内には江戸時代の儒学者新井白石の碑や国指定重要文化財旧石
井家の住居が移築されており、江戸時代の農家の佇まいを知ること
ができます。桜、桃、芍薬など花木の種類が多く四季折々の豊かな
自然が心を和ませてくれます。　　　　　　　　　　　　　　（Ａ）

女性部

スポーツ部

営業時間／AM９：００～PM８：００ 
定休日／水曜 

（有）オスコ七宝 
鎌倉市大船１ー２０ー２ （0467） 45ー0471

お問い合わせ 

0120ー46ー0471

高値買取 質 
JR「大船駅」東口 徒歩３分 

～ 誠実で安心・暮らしのパートナー ～ 

● 「相続」を「争続」にしない遺言書を残したい。
● 納得できる葬儀を自分の意志で事前に決めたい。
● 任意後見契約で財産管理をしてもらいたい。

鎌倉駅より市役所に向って徒歩 2分

行政書士におまかせください！

行政書士　松岡  武 彦

22ー6066 FAX25ー0405
鎌倉市御成町14ー1 御成ビル2階3号

鎌倉第一行政書士事務所 所長税理士  大 西 久 子 

法人・所得・相続・贈与・税務申告相談 

大西会計事務所 

事務所  鎌倉市御成町２番４号 

FAX （0467） 24ー6359
（0467） 22ー1208（代） 

E-mail nakatukasa-sougo@nifty.com 

鎌倉市大船１ー２３ー１１ 松岡大船ビル4階 

司法 
書士 中司総合事務所 

なかつかさ 

所　長 
司法書士 中 司  州 俊 

（0467） 44－6161（代） 

（0467） 22ー0708
鎌倉市笹目町5ー1（由比ガ浜通り） 

大船駅５分・行政センター隣大船駅５分・行政センター隣大船駅５分・行政センター隣

佐々木勝 事務所司法書士
行政書士

TEL（0467）47ー5788

相続・遺言・生前贈与・不動産登記

司法書士 佐々木勝

鎌倉市大船２－１－２４ エクラン鎌倉３０２

E-mail info@sasaki-off ice.biz
U R L http://ｗｗｗ．ｓａｓａｋｉ-ｏｆｆｉｃｅ．ｂｉｚ/

借地・相続・その他 
　　　　ご相談に応じます 
借地・相続・その他 
　　　　ご相談に応じます 

小林隆志不動産 
鑑定事務所 

E-mail kobaro@kg8.so-net.ne.jp
FAX（0467） 44ー5460

鎌倉市玉縄１ー２ー４ コーポ・フォルテ １０１号 （　　　  ） 
（0467） 25ー0383

FAX（0467） 25ー6738

鎌倉市小町１ー５ー２１（森ビル３F） 

相続・贈与・税務申告相談 

税理士　三 嶋  功 

三嶋 功 税理士事務所 
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５
月
22
日
〜
６
月
20
日
ま

で
、鎌
倉
宮
で「
第
３
回
神
苑
山

あ
じ
さ
い
散
歩
道
」と
い
う
山
あ

じ
さ
い
の
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
に
は
稲
穂
会
の
会

員
で
山
あ
じ
さ
い
の
オ
ー
ソ
リ

テ
ィ
で
あ
る
増
渕
さ
ん
が
、
全

国
の
山
を
歩
い
て
収
集
し
た
千

余
り
の
株
を
お
宮
に
奉
納
し
散

歩
道
を
造
り
、
ま
た
展
示
場
に

は
稲
穂
会
の
メ
ン
バ
ー
が
手
塩

に
か
け
て
育
て
た
30
種
類
40
鉢

を
出
展
し
、
多
数
の
見
学
の
方

か
ら
称
賛
を
受
け
ま
し
た
。

　

山
あ
じ
さ
い
の
栽
培
に
は
増

渕
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
４
年

目
に
な
り
よ
う
や
く
見
事
な
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
山
あ
じ
さ

い
は
西
洋
あ
じ
さ
い
に
比
べ
花

が
地
味
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
少

し
ず
つ
異
な
っ
た
可
憐
な
花
を

咲
か
せ
見
る
者
を
引
き
つ
け
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、水
を

好
み
夏
は
朝
夕
水
や
り
を
欠
か

さ
ず
、
少
し
で
も
水
切
れ
に
な

る
と
す
ぐ
萎
れ
て
水
を
催
促
す

る
、と
て
も
可
愛
い
も
の
で
す
。

　

６
月
５
日
に
は
両
陛
下
が
お

忍
び
で
お
出
で
に
な
り
天
覧
の

栄
に
浴
し
感
激
ひ
と
し
お
で
し

た
。
来
年
は
も
っ
と
充
実
し
た

も
の
に
す
べ
く
研
究
会
を
開
き

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
20
日
、
21
日
に
か
け
て

恒
例
の
慰
安
を
か
ね
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
旅
行
は
、
お●

●
●

●

お
る
り
グ

ル
ー
プ
の
旅
館
に
泊
ま
り
、
横

浜
か
ら
バ
ス
送
迎
で
一
泊
二
食

５
、３
０
０
円
と
格
安
の
も
の

で
、
も
う
８
年
程
ま
え
か
ら
い

つ
も
20
人
く
ら
い
で
毎
年
春
秋

行
っ
て
い
る
大
会
で
す
。
格
安

な
の
で
食
事
な
ど
は
大
層
な
ご

馳
走
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
広
々
と
し
て
お
り

十
分
に
楽
し
め
ま
す
。
今
度
の

旅
行
は
初
日
は
雨
模
様
だ
っ
た

の
で
ゴ
ル
フ
は
取
り
や
め
て
、

午
後
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
か
お
酒
、

食
事
も
個
室
を
予
約
し
食
事
し

な
が
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
、
食
事
後

も
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
を
借
り

て
ま
た
カ
ラ
オ
ケ
、
歌
え
や

飲
め
や
で
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

翌
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
貸
切

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
い
つ
も
の

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
違
い
、

芝
の
あ
る
と
こ
ろ
な
い
と
こ

ろ
、
傾
斜
の
あ
る
と
こ
ろ
と
な

か
な
か
面
白
く
違
っ
た
コ
ー
ス

の
楽
し
さ
を
堪
能
し
た
一
日
で

し
た
。

　

次
回
は
11
月
に
行
く
こ
と
に

決
定
し
て
い
ま
す
が
、
鬼
怒
川

の
他
、
湯
西
川
、
塩
原
な
ど
が

あ
り
、
毎
年
２
回
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
プ
レ
ー
を
し
な
が
ら

旅
情
を
楽
し
む
予
定
で
す
。

　

大
町
黄
金
会
は
河
野
則
子
会

長
以
下
60
〜
97
歳
の
会
員
数
25

人
の
こ
じ
ん
ま
り
し
た
集
ま
り

で
す
（
60
歳
以
上
の
加
入
率

11
・
2
％
）。
高
齢
化
社
会
に

あ
っ
て
、
ま
す
ま
す
地
域
で
の

高
齢
者
の
活
力
（
増
強
）
が
必

要
で
す
。

　

黄
金
会
は
元
気
な
高
齢
者
の

姿
を
町
内
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
広

く
住
民
の
参
加
を
呼
び
か
け
る

こ
と
を
活
動
の
基
本
に
し
て
い

ま
す
。
と
く
に
子
ど
も
た
ち
を

含
め
た
世
代
間
の
交
流
を
盛
ん

に
、
オ
ー
プ
ン
な
事
業
活
動
計

画
し
ま
し
た
。

そ
の
１
、「
自
分
の
か
ら
だ
は

自
分
で
守
る
」

　

健
康
と
介
護
予
防
に
「
い
き

い
き
体
操
〜
転
ば
ぬ
先
の
筋
ト

レ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
」
を
、
皆
10

歳
若
返
り
を
目
標
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
参
加
人
数
は
17
名
、

「
東
京
音
頭
」「
お
猿
の
か
ご
や
」

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
10
月
の

市
老
連
の
芸
能
祭
に
む
け
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。
体
操
の
後
は

「
歩
く
井
戸
端
会
議
」
と
称
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時
に

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
爽
や

か
な
風
に
当
た
り
な
が
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
２
、「
オ
ー
プ
ン
サ
ロ
ン
」

　

自
治
会
と
の
協
同
企
画
で
、

今
年
度
は
５
つ
の
テ
ー
マ
を
組

み
ま
し
た
。「
尺
八
と
リ
コ
ー

ダ
ー
の
コ
ラ
ボ
」「
パ
ン
ト
マ

イ
ム
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」「
夏
休
み
蝶
の
話
」

「
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
」「
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
家
族
も
楽
し
め
る
よ

う
に
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
寺
社
・
史

跡
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

「
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り

を
無
く
す
」
な
ど
も
計

画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
は
会
員
か
ら
地

域
住
民
に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い

ま
す
。
告
知
は
チ
ラ
シ
を
掲
示

板
・
回
覧
板
・
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

と
会
員
が
手
分
け
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
第
３
月
曜
日
は
自
治

会
館
を
開
放
し
て
各
種
サ
ー
ク

ル
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
も
し

て
お
り
ま
す
。
会
の
活
動
を
活

発
に
し
住
民
の
理
解
と
共
感
に

努
め
、
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
地

域
を
知
り
」「
地
域
を
育
む
」

と
地
域
に
期
待
さ
れ
る
高
齢
者

パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

稲
穂
会

稲
穂
会

小
倉　

弘

小
倉　

弘
二二

◆
鎌
倉
宮
に

　
「
山
あ
じ
さ
い
」出
展

◆
ひ
ま
わ
り
会

（
稲
村
を
中
心
と
し
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
メ
ン
バ
ー
）

鬼
怒
川
大
会

大
町
黄
金
会

大
町
黄
金
会

中
井　

滋

中
井　

滋

地
域
に
分
か
り
や
す

地
域
に
分
か
り
や
す

い
活
動

い
活
動

鎌倉彫教室鎌陽洞〔けんようどう〕
生徒募集　やさしく丁寧に指導致します

体験講座随時募集 2,000円

主宰　伝統工芸士　奴田伸岳〔ぬだしんがく〕
10：30～16：30　毎日開催しております

鎌倉市御成町１１－２９  鎌陽洞ビル
鎌倉駅西口徒歩２分 TEL（0467）22ー5550

たかはしファミリー会館

0120ー44ー5442
神奈川県葬祭業協同組合会員
全日本葬祭業協同組合連合会会員

大切な事は業者選びです。
まずはご自身の目でお確かめ下さい。

年中無休 （24時間営業）

（0467） 45ー1402
鎌倉市大船6ー10ー10 鎌倉市腰越２ー１０ー２６番地 

FAX（0467） 33ー0363 鎌倉市小町1ー5－24 0467ー22ー0666
（0467） 32ー6754
http://www.nky.ed.jp 

学校法人　西鎌倉学園 

西鎌倉幼稚園 

鎌倉市西鎌倉２ー１７ー１ 

よく考え工夫する子 
　明るくたくましい子 
　　思いやりのある子 

株式会社博報社
厚木市愛甲944ー3

長寿社会の
　文化に貢献します

（046）280－6001（代）

老人クラブ広報紙・名簿制作

・主日小礼拝　8：30（約1時間） 
・主日主礼拝 10：15（約1時間20分） 

日本キリスト教団（プロテスタント） 

鎌倉雪ノ下教会 

鎌倉市小町2ー15ー36(鎌倉警察署隣） 
（0467） 23ー0652TEL 

信仰による平安と救いを求める方、どな 
たでもおいでください。 

毎日曜日の朝2回礼拝を行っています。 
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今
年
二
月
青
森
県
八
戸
へ
郷

土
芸
能
「
え
ん
ぶ
り
」
の
見
物

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
と
き
の
こ

と
で
す
。

　
「
え
ん
ぶ
り
」と
は
豊
作
大
漁

を
願
っ
て
の
冬
の
行
事
で
、２

月
中
旬
、大
雪
で
あ
ろ
う
と
各

地
区
の
グ
ル
ー
プ
が
市
内
を
演

じ
て
回
る
そ
う
で
す
。私
た
ち

は
夕
食
後
大
き
な
館
に
案
内
さ

れ
、広
い
屋
敷
か
ら
広
い
庭
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、雪
の
降
る

中
連れ

ん

の
方
々
の
大
熱
演
舞
で
、

本
当
に
素
敵
な
幻
想
世
界
を
堪

能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
に
戻
る
と
希
望
者
を

ホ
テ
ル
の
支
配
人
が
路
地
裏

の
飲
み
屋
街
を
案
内
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
が
、
最
後
に
案
内

の
方
が
私
と
友
人
を
「
わ
が
ま

ま
」
と
い
う
小
料
理
屋
へ
連
れ

て
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
マ

マ
さ
ん
と
の
会
話
か
ら
鎌
倉
と

は
縁
の
あ
る
方
と
伺
い
名
刺
を

い
た
だ
き
、
祖
先
は
北
条
軍
の

ホ
ラ
貝
吹
き
の
一
族
で
八
戸
へ

落
ち
着
い
た
と
の
こ
と
。
鎌
倉

へ
行
っ
た
時
の
石
の
標
識
の
写

真
を
大
事
そ
う
に
見
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
五
月
配
ら
れ
た

「
や
ま
も
も
」
の
「
鎌
倉
散
歩
」、

門
田
さ
ん
の
書
か
れ
た
北
条
首

や
ぐ
ら
の
貝
吹
地
蔵
、
標
識
の

写
真
を
見
て
〝
ア
レ
ッ
〞
と
驚

き
、
早
速
「
や
ま
も
も
」
を
マ

マ
さ
ん
に
送
っ
て
あ
げ
ま
し
た

ら
、「
ま
た
鎌
倉
へ
行
き
た
い

わ
」
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
貝
吹

と
い
う
お
名
前
の
人
は
、
山
形

方
面
に
も
居
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
お
地
蔵
さ
ん
と
北

条
の
郎
党
と
は
話
が
少
々

繋
が
り
ま
せ
ん
が
、
昔
々

の
お
話
、
歴
史
は
い
ろ

い
ろ
と
変
形
し
な
が
ら
伝

わ
っ
て
い
く
も
の
で
し
ょ

う
か
。

（
追
記
）

　

北
条
義
時
は
奥
州
征
伐

の
あ
と
、
陸
奥
国
糠ぬ

か
の
ぶ部

郡

を
拝
領
し
た
と「
吾
妻
鏡
」

に
あ
る
。　
　
　
　
（
Ｋ
）

大
船
楽
栄
会

斉
藤　

和
子

私
は
八は

ち
の
へ戸

で
貝
吹
様

と
お
会
い
し
ま
し
た

　

私
た
ち
夫
婦
は
夫
84
歳
、
私

は
80
歳
を
越
え
た
と
こ
ろ
。
春

頃
夫
が
「
俺
も
先
が
長
く
な
い

か
ら
、
二
人
で
何
か
始
め
た
い

ね
」
と
言
い
出
し
、
そ
れ
な
ら

夫
は
歴
史
に
詳
し
い
か
ら
健
康

の
た
め
に
も
二
人
で
歴
史
散
歩

を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
私
が
今
ま
で
一
度
も
行

っ
た
こ
と
の
な
い
頼
朝
の
お
墓

か
ら
始
め
ま
し
た
。
二
人
と
も

足
が
弱
く
な
り
、
殊
に
階
段
が

苦
手
で
す
が
、
頼
朝
墓
前
の
階

段
に
は
幸
い
手
す
り
が
あ
り
何

と
か
初
参
詣
で
き
ま
し
た
。 

次

に
瑞
泉
寺
は
階
段
脇
に
手
す
り

が
あ
っ
て
、お
庭
も
拝
見
で
き
、

大
下
和
尚
の
お
話
し
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
く
だ
っ
て
、
永
福

寺
跡
か
ら
護
良
親
王
の
墓
へ
回

り
ま
し
た
が
、階
段
は
無
理
で
、

直
前
の
理
智
光
寺
跡
の
碑
文
を

夫
が
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
実
朝
と
政
子
の
平

坦
な
寿
福
寺
墓
地
を
尋
ね
ま
し

た
。
二
人
の
五
輪
塔
は
崖

の
や
ぐ
ら
の
中
に
別
々
に

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
政

子
の
供
養
塔
は
安
養
院
に

も
あ
る
と
夫
が
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

寿
福
寺
か
ら
帰
っ
た
直

後
、「
や
ま
も
も
」
64
号

に
夏
の
老
人
大
学
の
講
座

に
岡
松
和
夫
先
生
の
「
私

の
源
実
朝
」
と
あ
る
の
を

見
つ
け
、
老
人
ク
ラ
ブ
に

一
度
も
出
た
こ
と
の
な
い

夫
が
是
非
聞
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
二
人
で
参
加
。
私
に
は
初

め
て
の
話
で
し
た
が
、
岡
松
先

生
は
ゆ
っ
く
り
と
話
さ
れ
、
内

容
が
よ
く
わ
り
ま
し
た
。

　

二
人
で
話
し
合
い
な
が
ら
歩

く
こ
と
が
、
こ
ん
な
に
楽
し
い

こ
と
な
ら
ば
、
も
っ
と
早
く
始

め
れ
ば
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。
私
の
老
人
ク
ラ
ブ

で
は
和
田
塚
を
清
掃
し
て
い
ま

す
が
、
改
め
て
和
田
一
族
の
歴

史
も
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

◇
編
集
余
話
◇

　

渋
谷
さ
ん
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
歴
22
年
の
ベ
テ
ラ
ン
。
平

成
９
年
に
初
優
勝
、
そ
の
後
県

大
会
で
も
優
勝
。
あ
と
一
本
で

五
本
と
研
鑽
の
毎
日
。　
（
Ｋ
）

中
央
和
光
会

渋
谷　

永

二
人
で
歩
く
楽
し
い

歴
史
散
歩

旅のことならおまかせ下さい！
　　　　　国内旅行から海外旅行まで・・・・。

鎌倉市担当 ： 上坂　健

貝吹さんからいただいた名刺貝吹さんからいただいた名刺

～ JCN鎌倉とみらいふる鎌倉の協同制作番組 ～

鎌倉 元気のススメ！ 放送時間のご案内
【月曜】 11：30、17：30、20：35【火曜】 11：30、17：30、19：30

【水曜】 12：45、17：30、23：30【木曜】 12：30、17：30、19：30

【日曜】   9：30、17：15
【金曜】 12：45、20：00、21：15【土曜】   9：30、17：15

　　　 19：18、20：30

（0467）38ー1750
鎌倉市津西1－1－13

訪問介護事業所

倫ライフサポート
介護のお手伝いをいたします！

ヘルパーさん募集中

社会福祉法人 鎌倉静養館 

鎌倉市御成町２ー５ 
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TEL（0467） 23ー5140 FAX23ー7749
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きしろホーム 
鎌倉市坂ノ下31ー5

入所金なし、介護保険利用可 
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社会福祉法人 

軽費老人ホームA型 

鎌倉優結社
か ま く ら ゆ う ゆ う し ゃ

介護保険神奈川県知事指定事業所

（0467）24ー6668
FAX（0467）23ー5855
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　  　　頑張ることを

　　  　　　心より祈念します。
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幕
府
は
７
つ
の
切
通
し
を
開

い
て
交
通
の
便
を
計
っ
た
。
巨

福
呂
・
朝
夷
奈
が
泰
時
の
仁
治

元
年
（
１
２
４
０
年
）
に
開
か

れ
た
記
録
が
あ
る
が
「
吾
妻

鏡
」
の
記
載
か
ら
推
す
と
名
越

口
は
最
も
早
く
整
え
ら
れ
た
よ

う
だ
。
当
時
北
条
氏
が
最
も
恐

れ
た
の
は
、
頼
朝
以
来
の
旧
臣

で
要
職
に
も
つ
い
た
三
浦
半
島

の
雄
三
浦
一
族
の
存
在
で
あ
っ

た
。
泰
時
は
三
浦
一
族
を
仮
想

敵
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
防
衛
態
勢

を
考
え
て
い
た
こ
と
は
歴
然
と

し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
痕
跡

も
追
求
し
て
歩
い
て
み
よ
う
。

　

長
勝
寺
前
の
バ
ス
通
り
の
踏

切
を
渡
り
、す
ぐ
左
の
細
い
線

路
に
沿
っ
た
道
を
約
４
０
０
m

行
く
と
、「
日
蓮
乞
水
」の
史
蹟

が
あ
る
。
そ
の
前
の
踏
切
を
渡

り
、
右
角
に
法
性
寺
入
口
を
示

す
古
い
道
標
に
も
注
目
し
て
、

す
ぐ
先
の
廃
材
置
場
兼
駐
車
場

を
左
へ
カ
ー
ブ
す
る
と
、
前
方

に
「
名
越
切
通
し
６
０
０
m
」

の
標
示
板
が
あ
る
石
段
の
狭
い

坂
道
が
あ
る
。
右
眼
下
に
Ｊ
Ｒ

の
線
路
を
見
な
が
ら
進
み
、
ト

ン
ネ
ル
の
上
の
土
の
道
に
か
か

る
と
、
も
う
こ
こ
は
切
通
し
旧

道
だ
。
う
す
暗
い
湿
っ
た
急
坂

を
登
り
き
る
と
、
巨
石
が
数
カ

所
道
を
半
ば
塞
ぐ
「
置
石
」
に

ぶ
つ
か
る
。
こ
の
石
は
敵
の
馬

が
駆
け
抜
け
ら
れ
な
い
た
め
で

あ
り
、そ
の
脇
に
敵
兵
を
討
つ

た
め
に
兵
を
待
機
さ
せ
て
お
く

「
平
場
」が
設
け
ら
れ
、そ
の
周

囲
に「
土
畳
」を
め
ぐ
ら
せ
た

り
し
た
。10
分
も
行
く
と
分
岐

点
が
あ
り
、右
へ
進
む
と
現
在

は
残
念
な
が
ら
閉
鎖
さ
れ
て
い

る「
ま
ん
だ
ら
堂
」の
入
口
前

を
通
り
、
さ
ら
に
進
む
と
切
通

し
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き

「
大お

お
ほ
う
と
う

空
洞
」
が
あ
る
。
道
を
折

り
曲
げ
て
そ
の
両
側
か
ら
巨
石

が
せ
り
出
す
複
雑
な
構
造
で
こ

こ
を
抜
け
る
と
切
通
し
ら
し
さ

は
終
わ
り
、亀
ヶ
丘
団
地
を
経

て
小
坪
に
至
る
が
、我
々
は
分

岐
点
に
戻
る
。ま
ん
だ
ら
堂
の

左
側
面
を
回
る
よ
う
に
し
て
さ

ら
に
進
む
と
別
の
分
岐
点
が
あ

り
、
右
側
に
岩
肌
の
段
状
の
道

を
降
り
る
と
法
性
寺
の
墓
地
に

出
る
。こ
こ
か
ら
後
方
東
方
面

を
眺
め
る
と
、風
化
さ
れ
た
横

縞
模
様
の
薄
白
茶
色
の
二
段
三

段
に
垂
直
に
削
ら
れ
た
崖
が
約

１
０
０
０
m
続
い
て
い
る
。こ

れ
が
法
性
寺
お
猿
畠
の
大
切
岸

で
北
条
一
族
だ
け
の
手
で
秘
か

に
造
ら
れ
た
ら
し
い
。各
段
の

上
部
に
平
場
が
あ
る
。

　

こ
の
景
観
を
眺
め
る
位
置
の

す
ぐ
奥
に
日
朗
石
室
と
廟
堂
が

あ
り
、
狭
い
境
内
の
中
の
展
望

台
の
階
段
を
昇
る
と
、
頂
上
か

ら
逗
子
市
街
三
浦
半
島
の
山
々

が
重
な
り
相
模
の
海
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
。

　

再
び
分
岐
点
に
戻
り
切
岸
の

真
上
の
平
坦
な
道
を
10
分
ほ
ど

歩
く
と
突
き
当
た
り
左
に
入
る

と
、
子
ど
も
の
た
め
の
整
備
さ

れ
た
自
然
公
園
が
あ
り
、
左
側

す
ぐ
に
パ
ノ
ラ
マ
台
へ
の
標

識
が
あ
る
。
10
分
ほ
ど
息
せ
き

き
っ
て
登
る
と
、
３
６
０
度
で

鎌
倉
の
全
貌
が
見
渡
せ
る
展
望

台
で
あ
る
。
鎌
倉
が
三
方
山
に

囲
ま
れ
江
の
島
・
富
士
山
・
箱

根
の
山
々
、
近
く
の
住
吉
城

跡
、
鎌
倉
霊
園
、
天
気
が
よ
け

れ
ば
大
島
も
望
め
、
特
に
夕
景

は
絶
佳
と
い
わ
れ
る
。
５
０
０

〜
６
０
０
m
北
に
頼
朝
が
白
絹

を
張
り
め
ぐ
ら
せ
雪
の
情
景
に

見
立
て
て
歌
会
を
開
い
た
と
い

う
伝
説
の
衣
張
山
（
１
２
０

m
）
が
見
え
る
。
麓
ま
で
歩
い

て
、
息
を
き
ら
し
て
登
っ
て
い

く
と
最
初
の
頂
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
一
度
下
っ
て
も
う
一
度
坂

を
登
り
き
る
と
こ
れ
が
浅せ

ん
げ
ん間

山

の
頂
上
で
あ
る
。
以
前
春
に
来

た
時
は
一
面
の
菜
の
花
畑
桜
の

満
開
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
小

さ
な
地
蔵
が
可
愛
く
座
り
、
背

後
に
遥
か
大
船
観
音
、
八
幡
宮

の
社
殿
も
見
え
る
の
で
忘
れ
ず

に
探
し
て
ほ
し
い
。
も
う
一
度

坂
を
下
り
最
後
の
坂
を
上
が
っ

た
と
こ
ろ
が
衣
張
山
の
頂
上
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
の
降
り
は
杉

林
と
シ●

●ダ
の
鬱
蒼
た
る
楽
な
道

で
20
分
も
す
る
と
人
家
に
出
て

浄
明
寺
田
楽
の
辻
で
あ
る
。
ま

だ
釈
迦
堂
口
を
見
た
こ
と
が
な

い
人
は
、
こ
こ
か
ら
10
分
余
り

も
あ
れ
ば
到
着
で
き
る
の
で
是

非
寄
ら
れ
て
、
帰
り
は
金
沢
街

道
に
戻
っ
て
も
よ
い
し
、
釈
迦

堂
口
を
通
っ
て
安
国
論
寺
の
大

町
へ
抜
け
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
１
２
４
７
年
北

条
氏
は
永
年
の
宿
敵
三
浦
一

族
を
滅
亡
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
こ
の
宝
治
合
戦
、
三
浦

の
乱
は
主
に
鎌
倉
市
街
で
交
戦

し
、
一
族
５
０
０
余
人
は
頼
朝

の
法
華
堂
（
大
蔵
）
に
こ
も
っ

て
自
害
し
た
。
し
か
し
現
実
に

準
備
さ
れ
た
防
衛
機
能
は
生
か

さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
今
、
ま

ん
だ
ら
堂
の
存
在
を
呼
称
と
共

に
考
え
て
み
る
と
、
あ
の
お
び

た
だ
し
い
や
ぐ
ら
群
や
五
輪
塔

か
ら
推
察
し
て
も
、
そ
し
て
三

浦
氏
滅
亡
後
の
造
営
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
三
浦
氏
は
じ

め
当
時
の
お
び
た
だ
し
い
死
者

の
供
養
の
た
め
に
一
大
葬
地
と

し
て
の
ま
ん
だ
ら
堂
が
構
え
ら

れ
、
そ
の
残
影
こ
そ
名
越
山
と

思
わ
れ
る
。

（
二
階
堂
白
寿
会　

門
田　

京
蔵
）

◇
先
日
67
歳
の
中
村
が
点
検
歩

き
を
し
た
と
こ
ろ
、
一
人
歩
き

で
３
時
間
余
り
。
多
少
健
脚
向

き
で
す
。
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大空洞大空洞

芋川耳鼻咽喉科 
耳鼻咽喉科・アレルギー科 
補聴器相談うけたまわります 
鎌倉駅東口徒歩１分 

※駅より診療室までバリアフリーです 

（0467） 24ー7273

住み慣れた場所で、いつまでも安心して 
生活するために皆様のお宅へお伺いします。 

鎌倉市大船６ー２ー２４（JR大船駅より徒歩6分） 
（0467） 45ー2111（代） 

社会医療法人　財団互恵会 

大船中央病院 

訪問リハビリテーション 

訪問看護 訪問診療 

0467ー31ー7651
〒248ー0033 鎌倉市腰越1ー1ー1

医療法人社団 南浜会

ショートステイ ・  往診 ・ 訪問リハビリ
一般 ・ 療養 ・ 介護病棟 全125床

江ノ電「鎌倉高校前駅」下車 徒歩2分

医 療 法 人 社 団 

診療時間　午前9時～12時 
　　　　　午後3時～ 7 時 
　　　　　 （土曜6時まで） 
休       診    毎木曜日・日曜日・祝日 

鎌倉市岡本2丁目6ー39
（0467） 43ー1748

井内歯科医院 
医療法人社団 

鎌倉市大船1ー24ー19鶴ヶ岡会館センタービル2F

■ 診療時間 月火水金 午前10時　～12時半 
　　　　　　　　 　午後  2時半 ～  7時半 
　　　　　 土     午前10時　～12時半 
　　　　　　　　    午後　2時     ～   5時 
■ 休 診 日 木曜・日曜・祝祭日 

TEL0467ー45ー5819

休診日　日曜・祝日　※木曜午後はPM1:30～4：00
PM 8 00： PM 8 00： PM 5 00：

診療時間 月
○○

火
○
○

水
○
○

木
○
※

金
○

土
○

PM 2 30～： 6 00：
AM 9 30～： 12 30：

鎌倉市小袋谷553ー5
TEL・FAX（0467）43ー2598

シンシア インプラントセンター
又吉歯科医院
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ト
ー
キ
ー
が
ほ
ぼ
普
及
す
る
の

は
、
昭
和
10
年
頃
か
ら
で
、「
マ
ダ

ム
と
女
房
」（
S6
）
で
先
行
し
た
松

竹
は
日
活
を
営
業
成
績
で
は
大
き
く

引
き
離
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の

頃
第
三
勢
力
と
し
て
阪
急
の
小
林

一
三
ひ
き
い
る
東
宝
が
有
楽
町
に
歓

楽
街
を
計
画
、
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｌ
（
写
真

化
学
研
究
所
）
と
京
都
の
Ｊ
・
Ｏ
ス

タ
ジ
オ
を
加
え
映
画
製
作
に
進
出
す

る
。
松
竹
は
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
蒲

田
か
ら
大
船
田
園
都
市
建
設
構
想
の

も
と
、
そ
の
一
画
の
３
万
坪
に
東
洋

一
と
い
わ
れ
る
新
鋭
撮
影
所
の
建
設

へ
と
邁
進
し
、
11
年
１
月
開
設
に
こ

ぎ
つ
け
る
。
こ
の
間
、
日
活
も
経
営

不
振
と
は
い
え
、
骨
太
の
作
品
（
人

生
劇
場
・
限
り
な
き
前
進
・
路
傍
の

石
・
蒼
氓
）
を
送
り
出
す
。
ま
た
、

別
資
本
で
６
年
に
開
場
し
た
日
本
劇

場
が
経
営
難
と
な
り
、
群
小
製
作
・

配
給
会
社
の
系
列
化
、
ス
タ
ー
の
引

き
抜
き
合
戦
等
業
界
の
生
存
主
導
権

を
か
け
た
闘
い
が
続
く
。

　

こ
の
渦
中
、
９
年
日
活
の
製
作
部

長
永
田
雅
一
は
松
竹
の
資
金
調
達
を

得
て
第
一
映
画
社
を
設
立
、
松
竹
の

継ま
ま
こ子

的
存
在
の
中
で
、
溝
口
健
二
は

奮
闘
す
る
。
当
時
19
歳
の
山
田
五
十

鈴
主
演
で
思
い
っ
き
り
当
時
の
世
相

の
中
に
若
き
女
性
像
を
「
浪
華
非

歌
」（
S11
）
で
描
き
出
し
、
五
十
鈴

も
こ
れ
に
応
え
、
続
い
て
「
祇
園
の

姉
妹
」（
S11
）
も
撮
り
あ
げ
て
、
史

上
に
残
る
作
品
を
奇
蹟
の
如
く
生
み

出
し
た
。
第
一
映
画
社
は
こ
の
２
本

で
名
を
残
し
、
封
切
後
間
も
な
く
解

散
と
な
っ
た
。

　

昭
和
10
年
代
は
、
17
年
の
戦
時
体

制
配
給
網
一
元
化
紅
白
二
系
統
に
な

る
ま
で
、
松
竹
・
他
社
と
も
戦
前
邦

画
の
黄
金
時
代
だ
っ
た
。
こ
の
時
期

松
竹
に
は
島
津
保
次
郎
・
小
津
安
二

郎
・
清
水
宏
・
五
所
平
之
助
を
中
心

に
、
島
津
の
弟
子
吉
村
公
三
郎
・
木

下
惠
介
、
そ
れ
に
溝
口
健
二
・
野
村

浩
将
を
加
え
る
と
主
要
作
品
の
ほ
と

ん
ど
が
カ
バ
ー
さ
れ
る
。

　

元
老
格
島
津
は
ト
ー
キ
ー
後
好
調

で
移
転
記
念
超
大
作
「
家
族
会
議
」

を
仕
上
げ
、片
岡
鉄
兵
の
「
朱
と
緑
」

（
S12
）
で
は
、助
監
督
た
ち
が
そ
ろ
っ

て
大
船
の
ホ
ー
プ
と
は
や
す
高
杉

早
苗
と
薩
摩
琵
琶
の
名
手
筑
風
の
長

女
で
理
知
的
美
貌
の
高
峰
三
枝
子
を

「
朱
と
緑
」
に
配
し
両
者
の
葛
藤
を

描
い
た
前
後
編
の
大
作
で
大
ヒ
ッ
ト

さ
せ
た
。
こ
の
頃
、
佐
分
利
・
上
原
・

佐
野
と
男
優
が
続
々
入
社
し
、
早
速

「
婚
約
三
羽
烏
」
と
し
て
三
枝
子
を

追
わ
せ
る
お
盆
映
画
を
撮
り
、
一
方

「
浅
草
の
灯
」（
S12
）「
兄
と
そ
の
妹
」

（
S14
）
と
傑
作
も
残
し
た
。
島
津
は

女
性
問
題
で
金
が
必
要
と
な
り
、
14

年
に
東
宝
に
移
籍
。
未
熟
だ
っ
た
原

節
子
を
演
技
指
導
し
つ
つ
、
２
年
間

で
主
演
作
を
６
本
撮
っ
た
。し
か
し
、

東
宝
で
の
作
品
は
松
竹
で
の
作
品
を

上
回
る
も
の
は
な
く
終
戦
直
後
癌
で

亡
く
な
っ
た
。

　

清
水
宏
の
入
社
は
大
正
11
年
、

翌
々
年
21
歳
で
監
督
に
抜
擢
さ
れ
、

震
災
で
一
時
下
加
茂
に
移
る
。
田
中

絹
代
の
出
演
作
を
多
く
撮
り
、
共
に

上
京
後
城
戸
所
長
の
認
知
の
も
と
試

験
結
婚
と
い
う
形
で
同
棲
生
活
す
る

も
２
年
後
破
局
、
城
戸
所
長
に
殴
ら

れ
る
。
し
か
し
城
戸
は
彼
の
実
写
的

精
神
を
尊
重
し
て
の
作
風
を
愛
し
、

「
有
り
が
た
う
さ
ん
」（
S11
）「
按
摩

と
女
」（
S13
）「
簪
」（
S16
）
な
ど
優

作
が
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
モ
ダ

ン
な
希
有
の
エ
ス
プ
リ
が
あ
る
と
し

て
、
近
年
清
水
は
再
評
価
の
気
運
で

あ
る
。

　

当
時
大
船
で
田
中
絹
代
を
追
う
の

は
、
川
崎
弘
子
・
及
川
道
子
・
桑
野

通
子
・
高
杉
早
苗
・
高
峰
三
枝
子
等

だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
川
崎
は
福
田
蘭

堂
が
奪
い
、
知
性
派
の
及
川
は
肺
結

核
で
病
死
、
高
杉
も
市
川
段
四
郎
と

結
婚
、
残
る
は
桑
野
通
子
と
三
枝
子

で
あ
る
。
絹
代
は
大
作「
家
族
会
議
」

か
ら
も
除
さ
れ
、
出
演
作
は
減
少
気

味
の
時
、
牛
原
虚
彦
に
師
事
し
４

年
監
督
に
昇
進
し
、
与
太
者
シ
リ
ー

ズ
で
は
快
調
ぶ
り
を
み
せ
て
い
た
野

村
浩
将
が
「
人
妻
椿
」（
S11
）
で
川

崎
の
人
気
を
呼
び
戻
し
、
吉
屋
信
子

の
「
男
の
償
い
」（
S12
）
と
波
瀾
万

丈
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
路
線
で
当
て
、
芸

術
性
は
稀
薄
だ
が
興
行
価
値
大
で
松

竹
黄
金
期
の
ド
ル
箱
監
督
と
な
っ
て

い
た
。
そ
の
野
村
に
川
口
松
太
郎
原

作
の
「
愛
染
か
つ
ら
」
が
持
ち
込
ま

れ
た
。
最
初
三
枝
子
主
演
で
の
話
も

あ
っ
た
が
城
戸
は
人
妻
役
は
ま
だ
早

い
と
難
色
を
示
し
、
絹
代
に
回
っ
た

が
、
彼
女
は
当
初
人
妻
子
持
ち
を

嫌
っ
た
が
、
結
局
白
衣
の
看
護
婦
姿

に
魅
せ
ら
れ
主
演
を
受
け
た
。
熟
練

松
太
郎
の
こ
の
す
れ
ち
が
い
ド
ラ
マ

は
、
そ
の
後
の
同
種
映
画
の
嚆
矢
と

も
な
り
、「
旅
の
夜
風
」「
悲
し
き
子
守

唄
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
全
国
に
流
れ
、

前
後
篇
・
続
・
続
々
・
完
結
篇
と
こ

の
３
年
間
の
歴
史
的
大
ヒ
ッ
ト
で
絹

代
は
不
死
鳥
の
ご
と
く
蘇
り
、
興
行

で
は
松
竹
快
走
の
感
が
あ
っ
た
。

　

島
津
が
撮
る
予
定
だ
っ
た
岸
田

国
士
原
作
の
「
暖
流
」（
S14
）
を
弟

子
の
吉
村
が
狙
っ
た
。
日
頃
仲
の
良

か
っ
た
三
枝
子
も
同
調
し
、
吉
村
と

か
ね
て
気
心
の
わ
か
っ
て
い
る
水
戸

光
子
を
三
枝
子
の
「
啓
子
」
と
、
も

う
一
人
の
ヒ
ロ
イ
ン
「
石
橋
ぎ
ん
」

に
当
て
、
20
歳
前
の
二
人
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
を
存
分
に
競
わ
せ
た
。
島

津
の
下
で
苦
労
し
た
修
業
を
一
気
に

噴
き
出
さ
せ
た
演
出
は
、
大
胆
な

カ
ッ
ト
を
積
み
重
ね
、
そ
れ
ま
で
の

恋
愛
映
画
に
み
ら
れ
な
い
斬
新
な
魅

力
が
あ
り
、
キ●

●ザ
と
い
わ
れ
た
原
作

を
見
事
に
よ
り
キ●

●ザ
な
映
画
に
仕
立

て
ら
れ
た
。
今
度
改
め
て
原
作
を
読

ん
だ
が
巧
み
な
脚
色
に
感
心
し
、
当

初
３
時
間
余
り
の
前
後
編
大
作
だ
っ

た
と
知
り
、
現
在
２
時
間
６
分
の
短

縮
版
し
か
み
ら
れ
ず
、
ま
こ
と
に
残

念
く
や
し
い
思
い
で
あ
る
。

　

14
年
か
ら
映
画
に
対
し
決
定
的
な

検
閲
と
国
家
統
制
に
が
ん
じ
が
ら
め

に
な
り
、日
活
は
「
五
人
の
斥
候
兵
」

「
土
と
兵
隊
」、
東
宝
は
「
燃
ゆ
る
大

空
」
と
戦
争
も
の
で
成
績
を
あ
げ
、

10
社
余
り
あ
る
会
社
は
結
局
３
社
に

集
約
さ
せ
ら
れ
、
１
カ
月
６
本
の
製

作
と
な
る
。
東
宝
は
さ
ら
に
「
ハ
ワ

イ
・
マ
レ
ー
沖
海
戦
」
で
大
ヒ
ッ
ト
、

松
竹
は
完
全
に
落
伍
者
と
な
り
、
戦

時
末
期
２
、３
の
戦
争
も
の
に
手
を

つ
け
た
が
主
流
は
映
え
な
い
女
性
映

画
で
は
、
も
は
や
大
船
調
の
灯
は
消

え
か
か
っ
て
い
た
。

　
「
淑
女
は
何
を
忘
れ
た
か
」（
S12
）

の
秀
作
を
作
っ
て
小
津
は
出
征
し
て

い
た
が
、
14
年
除
隊
に
な
り
、
自
家

族
を
モ
デ
ル
に
「
戸
田
家
の
兄
妹
」

（
S16
）、「
父
あ
り
き
」（
S17
）
と
戦
時

色
の
な
い
キ
ネ
旬
の
ベ
ス
ト
No.
１
、

No.
２
の
秀
作
を
撮
る
。「
父
あ
り
き
」

は
笠
智
衆
の
大
部
屋
所
属
か
ら
脱
出

の
記
念
す
べ
き
主
演
作
と
な
っ
た
。

　

島
津
の
も
と
吉
村
と
と
も
に
研
鑽

し
て
き
た
木
下
惠
介
は
、
菊
田
一

夫
の
「
花
咲
く
港
」（
S18
）「
陸
軍
」

（
S19
）
を
発
表
、
戦
時
下
松
竹
の
面

目
を
保
っ
た（
同
じ
頃
黒
澤
明
は「
姿

三
四
郎
」
を
発
表
）。「
陸
軍
」
は
、

陸
軍
か
ら
注
文
の
あ
っ
た
作
品
で
、

３
代
に
亘
る
軍
人
精
神
を
鼓
吹
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
最
後
の
場
面
で
田

中
絹
代
の
母
親
か
息
子
が
出
征
兵
士

と
し
て
博
多
市
中
を
大
行
進
す
る
列

を
追
う
シ
ー
ン
が
続
く
。
沿
道
の
群

衆
の
間
を
延
々
と
息
子
を
探
し
追
う

母
の
心
情
、表
情
が
画
面
に
溢
れ
て
、

木
下
は
母
の
真
情
を
訴
え
見
事
な
厭

戦
映
画
を
作
り
当
局
に
一
矢
を
報
い

た
の
だ
。
松
竹
に
と
っ
て
は
早
い
終

戦
が
待
た
れ
る
の
だ
っ
た
。　
（
Ｋ
）
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松
竹
大
船
撮
影
所

（
開
業
か
ら
終
戦
ま
で
）

〝
戦
前
大
船
黄
金
時
代
も

戦
時
下
で
低
迷
〞

「陸軍」　田中絹代「陸軍」　田中絹代

「暖流」　高峰三枝子と佐分利信「暖流」　高峰三枝子と佐分利信

「愛染かつら」　田中絹代と上原謙「愛染かつら」　田中絹代と上原謙「有りがたうさん」　上原謙「有りがたうさん」　上原謙と桑野通子と桑野通子

「
松
竹
蒲
田
・
大
船
撮
影
所
80

年
の
栄
光
と
衰
退
」　

専
門
講

座
が
１
月
20
日
㈭
か
ら
２
月
24

日
㈭
ま
で
６
回
、
鎌
倉
山
教
養

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
す
。
12
月

１
日
、市
広
報
掲
載（
申
込
制
）。

問
合
せ
は
…
（
32
）
1
2
2
1

鎌
倉
山
教
養
セ
ン
タ
ー
ま
で
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け

の
5
月
6
日
、
我
々
〝
み
ら
い

ふ
る
鎌
倉
〞
の
一
行
は
、
姉
妹

都
市
萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
の
交
流
研
修
会
に
参
加
す
べ

く
、
広
島
空
港
に
降
り
立
ち
、

薫
風
を
背
に
一
路
予
定
し
た
経

由
地
・
錦
帯
橋
に
向
か
う
。

　

日
本
三
名
橋
の
一
つ
と
い
わ

れ
る
錦
帯
橋
の
ひ
と
際
変
わ
っ

た
デ
ザ
イ
ン
と
、
大
洪
水
に
も

耐
え
ら
れ
る
と
い
う
高
度
の
架

橋
技
術
に
感
心
し
な
が
ら
、
目

的
地
の
萩
市
に
到
着
す
る
。
両

市
の
市
長
に
よ
る
記
念
植
樹
後

の
懇
親
会
で
は
、
ま
さ
に
両
市

の
持
つ
古
都
と
し
て
の
文
化
レ

ベ
ル
を
競
う
感
じ
の
出
し
物
を

堪
能
さ
せ
て
も
ら
う
。

　

翌
朝
に
は
、
か
ね
て
我
々
に

も
馴
染
み
深
い
松
陰
神
社
内

の
松
下
村
塾
を
見
学
、
明
治
の

大
変
革
時
代
に
〝
新
生
日
本
〞

を
切
り
開
い
た
幾
多
の
俊
秀
を

輩
出
し
た
背
景
を
覗
け
た
感
じ

を
抱
き
な
が
ら
、
静
寂
で
気
品

高
い
萩
の
街
並
み
を
散
策
、
長

年
の
歴
史
を
持
ち
、
私
た
ち
の

身
の
回
り
で
も
よ
く
見
か
け
る

萩
焼
を
体
験
し
て
、
そ
の
難
し

さ
と
奥
深
さ
を
実
感
す

る
。

　

帰
路
立
ち
寄
っ
た
山

口
市
内
の
瑠
璃
光
寺
の

麗
姿
か
ら
は
、
大
内
文

化
の
象
徴
を
感
じ
な
が

ら
、
次
の
訪
問
地
〝
安

芸
の
宮
島
〞
へ
急
ぎ
、

世
界
遺
産
・
厳
島
神
社

見
学
の
後
、
広
島
の
平

和
記
念
公
園
で
は
、
原

爆
投
下
に
ま
つ
わ
る

数
々
の
記
録
・
映
像
を

み
な
が
ら
、
戦
争
が
も

た
ら
す
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
を
改
め
て
実
感

す
る
。

　

以
上
、
短
期
間
の
研
修
旅
行

で
は
あ
っ
た
が
、
改
め
て
そ
の

内
容
を
反
芻
し
、
有
益
な
催
し

に
参
加
で
き
た
こ
と
を
幸
せ
に

思
っ
て
い
る
。

　

ご
多
分
に
洩
れ
ず
、
稲
穂
会

の
「
歩
こ
う
会
」
も
高
齢
化

し
、
新
し
く
会
に
入
ろ
う
か
と

い
う
方
は
80
歳
近
い
方
が
大
半

で
す
。「
歩
こ
う
会
」
の
行
き

先
も
階
段
、
坂
道
の
少
な
い
歩

行
の
楽
な
所
が
喜
ば
れ
ま
す
。

　

最
近
の
日
帰
り
電
車
旅
行

は
、
京
浜
東
北
線
・
石
川
町
の

外
人
墓
地
、
御
殿
場
線
と
沼
津

港
、
東
横
線
・
菊
名
か
ら
地
下

鉄
駒
込
の
六
義
園
、
京
成
線
・

柴
又
帝
釈
天
、
総
武
線
・
下
総

中
山
法
華
教
寺
、
小
田
急
線
・

世
田
谷
豪
徳
寺
、
地
下
鉄
東
西

線
・
門
前
仲
町
・
富
岡
八
幡
宮

等
が
あ
り
ま
す
。

　

電
車
で
出
か
け
る
時
は
、
ま

ず
下
見
し
て
確
認
が
重
要
で

す
。
休
憩
す
る
所
、
食
事
す
る

所
、
買
い
物
を
す
る
所
は
ど
こ

が
良
い
か
な
ど
の
確
認
が
重
要

で
す
。

　

行
っ
て
み
て
驚
く
こ
と
は
、

以
前
東
京
を
熟
知
し
て
い
た
つ

も
り
で
も
、
10
年
前
の
東
京
と

は
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い

て
、
乗
車
券
の
購
入
す
ら
ま
ま

な
ら
ず
、
乗
車
カ
ー
ド
が
無
い

と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
態
で

す
。

　

一
番
の
人
気
は
日
帰
り
バ
ス

旅
行
で
す
。
低
コ
ス
ト
で
1

日
中
楽
し
め
る
こ
と
が
第
一
で

す
。上
野
公
園
と
築
地
本
願
寺
・

魚
河
岸
場
外
売
り
場
見
学
。
静

岡
・
久
能
山
東
照
宮
参
拝
な
ど
。

　

低
コ
ス
ト
な
日
帰
り
バ
ス
旅

は
、
ま
ず
大
型
バ
ス
を
満
席

（
45
名
）
に
す
る
こ
と
が
課
題

で
す
。
ガ
イ
ド
・
添
乗
員
無
し
、

代
金
は
即
日
精
算
し
、
極
力
経

費
を
削
減
し
て
い
ま
す
。
稲
穂

会
の
み
で
す
と
10
〜
15
名
で
す

が
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の「
ひ

ま
わ
り
会
」
の
協
力
を
得
て
、

電
車
・
バ
ス
旅
行
を
催
し
て
い

ま
す
。

若 い 力 で 未 来 を 造 る

笠倉建設株式会社 笠倉建設株式会社

代表取締役　水野  力
ちから

木のぬくもりに包まれた暖かなキッチンへ、リフォーム

〒245－0066 横浜市戸塚区東俣野町1253 （045）392ー9357

二階堂白寿会　　太田　真郷

稲穂会の日帰り旅行
春の研修旅行に

参加して

稲穂会　　渡部　光治

原ひふ科医院 
原  尚道 

鎌倉市大町１ー１８ー１５ 

（0467） 22ー3858

柳川クリニック 
医療法人社団　健生会 

URL://www.kens-clinic.jp/kamakura/

鎌倉市西鎌倉１ー１８ー３ 
（湘南モノレール西鎌倉駅より徒歩１分） 

TEL（0467） 33ー0857 FAX33ー1229

● 胃腸内科（胃・大腸内視鏡検査） 
● 漢方内科（鍼灸院併設） 
予約制となっておりますのでまずはご連絡下さい！ 
70才以上の方送迎サービスをしております！ 

詳しくはお電話下さい 

鎌倉市稲村が崎2ー8ー10

鎌倉市大船2ー2ー26 エポペビル（旧福栄ビル）2階
（カトリック大船教会前道路北T字路正面）

鎌倉市大船駅東口から徒歩3分（土日も営業：予約制）

http://www.ne.jp/asahi/acupuncture/ken.harikyu.center/

健 はり灸センター
Acupuncture　CenterKEN

健 はり灸センター

（0467）48ー3730
（よいはりみなさんまる）

予約電話：

にしかま 
耳鼻咽喉科診療所 

（0467） 38ー1633
鎌倉市西鎌倉１ー２ー１０ 

午後 ３ ００ ～ ： ６ ３０ ： 
午前 ７ ３０ ～ ： １１ ４５ ： 

月 受 付 時 間  火 水 木 金 土 
○ × ○ ○ ○ ○ 
○ × ○ ○ ○ × 

日 
○ 
× 

休診日　火曜日、土・日午後、祝日、第１・３・５日曜日 

小児科・内　科 

鎌倉市材木座３ー１４ー１７ 
（0467） 22ー2143

院長  細谷  明美 

月 受 付 時 間  火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ／ ○ ○ 
○ ※ ○ ／ ○ ／ 

日・祝 
／ 
／ 

休診日　木曜・日曜・祝日、土曜午後 
※第２火曜のみ午後２：００～４：００ 

午後 ３ ００ ～ ： ４ ３０ ： 
午前 ９ ００ ～ ： １１ ３０ ： 

〒２４８－００３５ 鎌倉市西鎌倉１－１９－９

PM
AM

月

休 休

診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ 休

日・祝

3 00～： 6 00：
9 00～： 12 00：

西鎌倉ファミリークリニック西鎌倉ファミリークリニック
専門は家庭医です専門は家庭医です

内科・循環器科・胃腸科・呼吸器科・小児科・外科・皮膚科

予防接種・市民健康診査（鎌倉市）

0467ー39ー3880
http://www.nishikama-cl.jp

ひいらぎ耳鼻咽喉科
クリニック

午後3 00～： 6 00：
午前9 00～： 12 30：

月診 察 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ／

休診日　日曜日・祝日
鎌倉市小袋谷１－９－１８  高井ビル１Ｆ
（0467）45ー9187
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心
配
だ
っ
た
空
も
ど
う
や
ら

願
掛
け
成
就
の
模
様
で
、
一
同

「
よ
か
っ
た
ね
」
と
心
は
晴
れ

ば
れ
、
遠
足
気
分
の
小
学
生
に

還
っ
て
、
交
わ
す
挨
拶
も
い
き

い
き
と
し
た
感
じ
で
嬉
し
い
。

出
発
し
て
最
初
の
会
話
は
「
山

梨
は
ぶ
ど
う
、
さ
く
ら
ん
ぼ
は

山
形
と
思
っ
て
い
た
が
?
」「
今

は
ど
こ
で
も
何
で
も
あ
り
だ

よ
」と
昔
と
今
の
知
識
を
披
露
・

確
認
し
合
い
、
今
日
の
目
的
の

一
つ
が
山
梨
で
の
さ
く
ら
ん
ぼ

に
あ
る
こ
と
に
納
得
す
る
。

　

御
殿
場
で
の
車
窓
に
〝
今
は

雨
期
だ
よ
〞
と
空
か
ら
小
雨
の

警
告
が
あ
っ
た
も
の
の
、
以
後

は
用
意
し
た
傘
も
バ
ッ
グ
の
中

に
納
ま
っ
た
ま
ま
。
篭
坂
峠
を

越
え
て
バ
ス
は
甲
州
路
へ
。
若

い
女
性
の
ガ
イ
ド
さ
ん
は
こ
の

辺
り
か
ら
山
・
川
・
産
物
、
果

て
は
歴
史
に
ま
つ

わ
る
知
識
の
す
べ

て
を
並
べ
、
時
に

ひ
と
こ
と
「
あ
っ

忘
れ
て
ま
し
た
」

と
詫
び
を
入
れ
な

が
ら
も
精
一
杯

の
説
明
に
熱
意

が
伝
わ
り
嬉
し
く

な
る
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
か
富
士
山

も
時
々
雲
間
か
ら

胸
の
あ
た
り
を
見

せ
て
く
れ
、
や
や

満
足
す
る
。

　

裾
野
に
広
が
る

赤
松
の
林
に
「
松

茸
は
採
れ
な
い
も

の
か
?
」
と
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
最
初
の
目
的

地
「
信
玄
餅
工
場
」
へ
到
着
す

る
。
疲
れ
た
様
子
も
な
く
土
産

を
買
う
人
々
、
ご
婦
人
パ
ワ
ー

の
凄
ま
じ
さ
、
店
員
さ
ん
も
こ

の
時
と
ば
か
り
に
誘
い
の
声
と

動
作
の
激
し
い
こ
と
に
驚
く
。

特
に
詰
め
放
題
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
委
ね
た

い
ほ
ど
の
光
景
と
な
る
。
次
い

で
メ
イ
ン
の
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

に
移
る
。
時
計
は
12
時
を
回
っ

て
い
る
が
食
前
の
デ
ザ
ー
ト
と

ば
か
り
に
、
別
腹
よ
ろ
し
く
手

と
口
の
動
き
は
止
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
な
い
。

　

キ
ム
チ
工
場
で
3
回
目
の
買

物
の
後
、
あ
じ
さ
い
の
放
光
寺

を
最
後
に
帰
路
に
着
く
。
バ
ス

は
1
日
の
喜
び
と
疲
れ
を
乗
せ

て
旅
の
幕
を
引
く
。

（ 10 ）第 65 号平成 22 年（2010 年）11 月 30 日発行

七
里
ガ
浜
句
会　

阿
部　

弥
生

追
い
ゆ
け
ば
又
追
い
越
さ
る
舞
う
枯
葉

引
き
返
す
事
も
か
な
わ
ず
霧
襖

七
里
ガ
浜
句
会　

加
野　
　

遙

崖
覆
ひ
海
へ
と
な
だ
れ
葛
の
花

初
秋
や
甘
味
少
な
き
チ
ョ
コ
選
び

七
里
ガ
浜
句
会　

刈
田　

一
枝

廃
校
の
ガ
ラ
ス
に
映
る
里
の
秋

見
下
し
て
見
上
げ
て
も
み
じ
京
の
寺

七
里
ガ
浜
句
会　

下
條　

怡
生

秋
暑
し
牛
乳
配
達
の
倒
れ

秋
の
浜
空
缶
ひ
か
り
眼

ま
な
こ

灼や

く

七
里
ガ
浜
句
会　

佐
々
木
和
子

体
調
の
酷
暑
に
耐
へ
し
を
喜
び
ぬ

「
萬
緑
」
の
風
吹
下
す
松
本
城

七
里
ガ
浜
句
会　

敦
賀　

笑
子

老
夫
婦
朝
餉
う
ま
し
と
今
朝
の
秋

え
さ
く
れ
と
囀
る
小
鳥
今
朝
の
秋

七
里
ガ
浜
句
会　

永
田　

雅
子

羽
音
立
て
水
面
飛
び
交
う
渡
り
鳥

頬
撫
で
る
風
心
地
よ
く
今
朝
の
秋

七
里
ガ
浜
句
会　

藤
枝　
　

笙

白
樺
の
落
葉
湖
畔
に
馬
車
の
鈴

卒
寿
と
て
は
か
な
き
運さ

だ
め命
冷
ゆ
る
時

七
里
ガ
浜
句
会　

松
原　
　

薫

寺
涼
し
観
音
巡
り
結
願
す

雨
上
が
り
比
叡
音
無
し
深
紅
葉

七
里
ガ
浜
句
会　

棟
渡
登
志
子

自
治
会
の
祭
り
終
り
て
白
芙
蓉

地
ぼ
て
り
と
雨
の
匂
ひ
の
駅
舎
か
な

七
里
ガ
浜
句
会　

米
澤
せ
つ
子

も
ろ
も
ろ
を
た
た
み
収
め
て
秋
扇

さ
わ
や
か
な
風
に
古
文
書
干
さ
れ
お
り

北
鎌
倉
瓜
ヶ
谷
句
会　

髙
橋　

斌
（
101
歳
）

蜩
の
夕
べ
の
リ
ズ
ム
涼
誘
ふ

小
夜
更
け
て
小
部
屋
の
障
子
鉦
叩

北
鎌
倉
瓜
ヶ
谷
句
会　

坂
井　

ち
か

秋
蛍
門
川
住
み
の
至
福
か
な

来
し
方
を
し
み
じ
み
返
す
卒
寿
秋

北
鎌
倉
瓜
ヶ
谷
句
会　

山
下
カ
ヨ
子

梔
子
の
香
り
ひ
そ
か
に
咲
き
初
む
る

朝
顔
に
元
気
も
ら
ひ
て
ち
厨
ご
と

浄
明
寺
寿
会　

山
本　

照
子

ぼ
ん
ぼ
り
の
貫
主
の
一
字
夜
の
秋

新
米
を
搗
く
あ
た
た
か
き
糠
寄
せ
つ

　

去
る
8
月
11
日
（
水
）
玉
縄

地
区
で
は
恒
例
（
今
年
が
４
回

目
）
の
「
桂
歌
丸
師
匠
出
演
の

寄
席
見
学
と
築
地
場
外
市
場
」

の
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
、
69

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の

異
常
な
暑
さ
に
ご
家
族
の
ご
心

配
も
あ
っ
て
、
最
初
の
90
名

か
ら
は
大
幅
に
減
員
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
楽
し
い
1

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

特
に
奴
田
会
長
も
特
別
参
加

さ
れ
、
会
員
の
方
々
も
会
長
と

の
親
睦
の
楽
し
い
時

間
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

築
地
で
の
お
買
い

物
の
あ
と
、
日
銀
貨

幣
博
物
館
の
見
学
で

は
古
代
・
近
世
（
戦

国
武
将
の
金
貨
な

ど
）
か
ら
現
代
の
円

の
誕
生
ま
で
、
多
く

の
実
物
展
示
に
は
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
い

つ
か
ま
た
、
ゆ
っ
く

り
訪
れ
て
み
た
い
と

こ
ろ
で
し
た
。

　

さ
て
、
待
望
の
国

立
演
芸
場
は
、歌
丸
師
匠
を
は

じ
め
、芸
達
者
な
方
々
が
晴
れ

の
舞
台
で
熱
演
し
、
そ
の
至
芸

の
醍
醐
味
に
酔
い
し
れ
た
3
時

間
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
親
睦
旅
行
は
、

地
区
内
の
ク
ラ
ブ
間
の
連
携
と

親
睦
を
図
る
方
法
と
し
て
は
じ

め
た
と
こ
ろ
好
評
で
、
年
1
回

が
2
回
か
ら
3
回
と
な
り
、
一

昨
年
に
は
4
回
に
な
っ
て
、
今

回
が
通
算
19
回
目
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
は
2
月
の
「
蔵
の
街
真

壁
の
ひ
な
祭
り
見
学
と
イ
チ
ゴ

狩
り
ほ
か
」に
は
86
名
、6
月

の
「
甲
州
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
・

放
光
寺
の
紫
陽
花
ほ
か
」
に
は

1
0
6
名
も
参
加
し
ま
し
た
。

新風台クラブ　　泉　卓

玉縄地区の
親睦日帰り旅行

◆
俳　

句

　

こ
の
よ
う
に
、
今
ま
で
は
順

調
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
会
員
の
加
入
が
少
な
く
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
全

般
的
な
対
応
が
必
要
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
旅
行
に
、
奴
田
会
長
を

は
じ
め
、
ほ
か
の
地
区
の
方
々

も
参
加
さ
れ
、
お
互
い
の
親
睦

の
機
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
も
一
つ
の
よ
い
方
法
で
は
と

考
え
て
い
ま
す
。

玉縄地区長　　加藤　好雄

玉縄地区
さくらんぼ狩りバス旅行
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①
白
扇
会　
　
　
　

寺
島　

幸
子

　

五
月
雨
を
集
め
て
に
ご
る
最
上
川

☆
内
陸
線
観
光
案
内
お
こ
た
ら
ず

☆
ロ
ー
カ
ル
線
旅
の
笑
い
で
満
員
御
礼

　
　

②
白
扇
会　
　
　
　

寺
島　

将
起

☆
平
日
に
大
人
の
休
日
マ
ー
ク
付
け

　

雷
さ
ん
御
座
る
か
山
門
雨
宿
り

　
　

③
寺
分　
　
　
　
　

大
谷　

直
吉

☆
故
里
を
旅
す
懐
し
く
ま
た
淋
し

☆
亡
き
妻
と
旅
せ
し
処
敬
遠
す

　
　

④
植
木
１　
　
　
　

加
藤　

隼
浩

☆
エ
コ
ノ
ミ
ー
世
界
一
周
地
図
の
旅

　

ト
ン
ネ
ル
を
出
れ
ば
始
め
る
た
び
自
慢

☆
半
生
の
旅
を
運
ん
で
き
た
鞄

　
　

⑤
長
谷　
　
　
　
　
　

原　

俊
子

☆
家
計
簿
が
旅
の
誘
い
に
ノ
ー
と
い
う

☆
メ
モ
お
い
て
ニ
泊
三
日
は
家
忘
れ

　

ド
ラ
の
音
に
過
去
を
港
に
置
い
て
乗
る

　
　

⑥
城
廻　
　
　
　
　

角
井　

祐
子

　

旅
写
真
い
つ
も
美
人
が
そ
ば
に
居
る

☆
朝
湯
の
窓
開
け
て
日
の
出
の
見
え
る
幸

☆
湯
泉
に
お
肌
つ
る
つ
る
若
返
り

　
　

⑦
寺
分　
　
　
　
　

佐
久
間
久
實

☆
新
幹
線
お
し
ゃ
べ
り
尽
き
ず
旅
京
都

　

ミ
ニ
電
車
遊
び
と
学
び
短
旅

　

旅
日
記
旅
行
案
内
丸
写
し

☆
ロ
ー
カ
ル
線
年
寄
り
ば
か
り
土
地
訛
り

　
　

⑧
二
階
堂
白
寿
会　
　

門
田　

京
蔵

☆
今
は
も
う
B
S
‐
H
I
G
H
で
世
界
旅

　
　

⑨
城
廻　
　
　
　
　

宇
野　

笑
子

☆
ア
ル
バ
ム
を
繰
っ
て
宥
め
る
旅
心

☆
感
動
を
ポ
ス
ト
に
託
す
一
人
旅

　
　

⑩
白
扇
会　
　
　
　

池
田　

米
一

☆
う
た
せ
湯
の
ビ
ー
ナ
ス
ま
ぶ
し
野
天
風
呂

　

ボ
ケ
寺
で
妻
は
何
を
祈
る
や
ら

　
　

⑪
極
楽
寺
橘
会　
　

山
下
ヨ
シ
枝

☆
亡
き
夫
に
詫
び
つ
つ
楽
し
親
子
旅

☆
お
施
餓
鬼
の
お
経
に
我
慢
の
足
し
び
れ

　
　

⑫
城
廻　
　
　
　
　

和
田　

雅
子

☆
旅
雑
誌
行
こ
う
行
こ
う
と
呼
び
か
け
る

☆
旅
に
出
て
み
れ
ば
早
く
に
帰
り
た
い

　
　

⑬
白
扇
会　
　
　
　

松
本　

ミ
ヨ

☆
日
帰
り
の
旅
の
支
度
に
一
週
間

☆
お
し
ゃ
べ
り
で
疲
れ
て
眠
る
老
い
の
旅

　

観
る
よ
り
も
土
産
気
づ
か
い
気
も
そ
ぞ
ろ

　
　

⑭
西
鎌
倉
福
寿
会　
　

羽
鳥　

光
男

☆
バ
ス
旅
行
カ
メ
ラ
マ
ン
だ
け
汗
を
か
き

☆
景
色
よ
り
ご
馳
走
目
当
て
今
模
様

　
　

⑮
上
町
屋　
　
　
　

前
山
て
る
子

☆
迷
う
ハ
ズ
十
年
前
の
地
図
片
手

☆
旅
支
度
ま
ず
は
薬
が
必
需
品

　

非
常
時
に
び
く
と
も
し
な
い
旅
上
手

　
　

⑯
笛
田
東
芝　
　
　

小
原　

康
子

　

忘
れ
得
ぬ
旅
の
思
い
で
ス
ケ
ッ
チ
帳

☆
は
や
ぶ
さ
は
宇
宙
旅
し
て
無
事
帰
還

　
　

⑰
笛
田
東
芝　
　
　

原
田
ダ
ル
マ

☆
思
い
出
を
記
念
切
手
が
語
り
だ
す

☆
長
旅
の
疲
れ
を
癒
す
マ
イ
ホ
ー
ム

　
　

①
白
扇
会　
　
　
　

寺
島　

将
起

☆
老
い
や
ま
い
び
び
る
な
わ
れ
の
友
な
る
ぞ

　
　

②
寺
分　
　
　
　
　

大
谷　

直
吉

☆
新
し
き
こ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
長
生
き
せ
む

　
　

③
長
谷　
　
　
　
　
　

原　

俊
子

　

共
感
と
心
の
窓
を
開
け
て
聞
く

☆
あ
の
世
へ
の
希
望
は
捨
て
ぬ
ユ
ー
ト
ピ
ア

☆
美
辞
麗
句
よ
い
は
よ
い
は
の
敬
老
日

　
　

④
城
廻　
　
　
　
　

角
井　

祐
子

　

満
天
の
星
に
魅
せ
ら
れ
移
住
き
め

☆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
厳
守
夫
に
急
か
さ
れ
る

☆
順
番
と
着
る
子
供
等
に
母
至
福

　
　

⑤
寺
分　
　
　
　
　

佐
久
間
久
實

☆
誕
生
日
齢
相
応
と
医
師
の
世
辞

☆
百
才
は
居
る
も
居
ら
ぬ
も
数
に
あ
り

　
　

⑥
二
階
堂
白
寿
会　
　

門
田　

京
蔵

☆
貯
蓄
税
や
れ
と
ケ
イ
ン
ズ
言
っ
て
い
る

☆
携
帯
の
な
い
世
が
今
は
な
つ
か
し
い

　
　

⑦
城
廻　
　
　
　
　

宇
野　

笑
子

☆
耳
遠
く
夫
婦
喧
嘩
も
間
延
び
す
る

☆
早
々
と
出
掛
け
て
気
付
く
指
定
席

　
　

⑧
白
扇
会　
　
　
　

池
田　

米
一

☆
夢
は
ず
む
金
時
娘
暑
気
見
舞
い

☆
年
重
ね
昨
日
の
山
は
今
日
の
夢

　
　

⑨
極
楽
寺
橘
会　
　

山
下
ヨ
シ
枝

　

清
流
に
伴
侶
求
め
て
飛
ぶ
蛍

☆
夏
花
火
夜
空
に
宝
石
ま
き
散
ら
し

☆
連
日
の
猛
暑
に
負
け
て
引
き
こ
も
り

　
　

⑩
城
廻　
　
　
　
　

和
田　

雅
子

☆
老
い
支
度
で
き
ず
行
け
な
い
冥
土
行
き

　
　

⑪
西
鎌
倉
福
寿
会　
　

羽
鳥　

光
男

☆
消
費
税
少
子
高
令
盾
に
な
り

☆
民
主
主
義
沖
縄
だ
け
を
避
け
て
い
る

　
　

⑫
十
二
所　
　
　
　

沖
田　

俊
昭

☆
孫
着
い
た
ど
う
持
て
な
す
か
ま
ご
つ
い
た

　

こ
の
地
区
の
水
道
細
く
海
の
賑
わ
い

　
　

⑬
笛
田
東
芝　
　
　

原
田
ダ
ル
マ

☆
自
分
史
に
未
練
心
を
そ
っ
と
添
え

☆
幾
つ
か
が
消
え
て
届
い
た
新
名
簿

　

人
は
誰
で
も
生
ま
れ
な
が
ら
詩
を
作

る
才
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の

才
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
か
、
し
な
い

か
で
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
よ
く

歳
だ
か
ら
今
更
と
言
う
人
が
い
ま
す
が

歳
を
重
ね
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
人
生

経
験
が
多
い
わ
け
で
川
柳
の
句
材
は
豊

富
で
す
。

　

定
型
短
詩
、
俳
句
と
川
柳
は

（
五
・
七
・
五
）
の
17
字
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
中
七
音
が
中
八
音
に
な
る
こ
と
を

避
け
て
い
ま
す
。
日
本
語
の
持
つ
リ
ズ

ム
の
美
し
さ
五
音
と
七
音
の
組
み
合
わ

せ
は
、
日
本
の
詩
歌
に
見
ら
れ
る
形

で
、
中
八
音
で
は
、
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る

と
い
う
の
で
す
。
わ
か
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
中
八
音
で
も
読
ん
で
み
て
、

リ
ズ
ム
感
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す

が
、
川
柳
界
に
お
い
て
嫌
わ
れ
て
い
ま

す
。
中
七
音
を
作
る
様
に
心
掛
け
て
下

さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
投
稿
句
の
な

か
で
佳
句
と
思
わ
れ
る
も
の
に
☆
印
を

つ
け
て
み
ま
し
た
。
今
後
の
ご
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
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宿
題
「
旅
」

川　柳　募　集川　柳　募　集
◉
宿 

題

一
、
宿
題
「
ペ
ッ
ト
」

ニ
、
自
由
吟
（
雑
詠
）

　

毎
日
の
生
活
や
喜
怒
哀
楽
・
世
間

の
矛
盾
や
様
々
な
出
来
事
を
自
由
自

在
に
ユ
ー
モ
ア
の
切
り
口
で
詠
ん
で

く
だ
さ
い
。

三
、は
が
き
に
各
３
句
以
内
（
住
所
・

氏
名
・
所
属
ク
ラ
ブ
・
年
齢
）。
発

表
は
66
号
に
記
載
致
し
ま
す
。

※
締
切
＝
23
年
1
月
10
日

送
り
先　

教
養
部
事
務
局
・
原
田　

光

（
鎌
倉
市
笛
田
４
ー
11
ー
５
）

雑
詠
（
自
由
吟
）

◆
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平
成
20
年
7
月
、
私
の
定
年
退

職
の
案
内
葉
書
は
、「
…
。
今
後
は
、

残
さ
れ
た
日
々
を
健
康
で
有
意
義
な

も
の
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。」
と
、
印
刷
見
本
の
と
お
り
に

し
て
郵
送
!

　

会
社
本
体
の
常
勤
業
務
の
他
、
子

会
社
、
業
界
団
体
で
の
業
務
と
、
原

節
子
流
で
は
「
好
き
な
こ
と
、仕
事
。

次
が
酒
・
煙
草
・
麻
雀
、そ
れ
か
ら
怠

け
る
こ
と
」
の
、
忙
中
閑
無
し
型
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
で
あ
っ
た
た
め
、

（
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
べ

き
か
）
葉
書
の
具
体
的
実
行
化
に
苦

慮
し
ま
し
た
。

　

手
始
め
に
、
市
・
県
の
広
報
誌
の

精
読
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
訪
問

等
で
、
情
報
収
集
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、「
鎌
倉
の
歴
史
を

歩
く
会
」「
鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会
」「
ス

ポ
ー
ツ
教
室
」に
入
会
、「
鎌
倉
ガ
イ

ド
協
会
」
の
史
跡
め
ぐ
り
に
参
加
。

教
養
セ
ン
タ
ー
の
一
般
教
養
講
座
、

専
門
講
座
、
母
校
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
講
座
の
受
講
。
鎌
倉
芸
術
館
等

で
の
映
画
・
落
語
鑑
賞
、か
ま
く
ら
落

語
会
に
入
会
等
と
『
自
称
・
広
く
浅

い
心
身
活
性
化
活
動
』に
、家
内
か
ら

は
「
だ
ぼ
は
ぜ
・
み
ず
転
：
無
節
操

暇
潰
し
」
と
悪
評
さ
れ
る
始
末
!　

し
か
し
悪
口
雑
言
を
物
と
も
せ
ず
、

毎
週
5
日
間
外
出
活
動
を
開
始
!

　

教
養
セ
ン
タ
ー
で
昨
年
7
月
開
催

の
第
45
回
鎌
倉
市
老
人
大
学
寿
講

座
を
知
り
、
受
講
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
素
敵
な
講
師
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
内
容
に
感
激
し
4
日
間
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
み
ら
い
ふ
る

鎌
倉
・
市
老
連
の
活
動
内
容
を
初
め

て
知
り
、
受
付
で
の
会
員
加
入
案
内

に
従
っ
て
、
第
一
地
区
浄
明
寺
長
寿

会
（
会
長
・
小
林
武
夫
氏
）
に
入
会

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
夏
の
「
巨
峰
狩
り
」

「
日
野
原
重
明
氏
」
講
演
会
、
暮
の

「
寄
席
見
物
と
築
地
買
い
物
」、
新
年

の
「
成
田
山
参
拝
・
袋
田
の
滝
見
物

一
泊
旅
行
」、
今
年
7
月
の
46
回
寿

講
座
等
の
楽
し
く
有
意
義
な
計
画
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、広
く
浅
い
活
動
に
疲
れ
、

反
省
し
、
週
3
日
外
出
に
ペ
ー
ス
ダ

ウ
ン
し
ま
し
た
が
、
み
ら
い
ふ
る
鎌

倉
の
事
業
計
画
は
、
私
の
最
優
先
事

業
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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私
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
は
10
年

前
に
終
わ
っ
た
。
わ
が
家
は
東
勝
寺

橋
の
脇
に
あ
り
、
ま
ず
は
朝
の
け
じ

め
と
し
て
、
八
幡
宮
の
池
畔
で
の

ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
す
る
こ
と
に
し

た
。
市
老
連
の
当
時
ス
ポ
ー
ツ
部
長

だ
っ
た
壁
谷
氏
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
誘
わ
れ
以
来
や
み
つ
き
に
な
っ

た
。
今
は
月
10
回
は
市
内
3
カ
所
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
顔
を
出
し
、
指
導
者

も
兼
ね
汗
を
流
し
、
市
内
の
大
会
だ

け
で
な
く
、
栄
区
・
横
須
賀
三
浦
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
も
出
場
し
、
お
陰
で

腕
も
上
達
し
鎌
倉
大
会
で
優
勝
も
し

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
な
か
な

か
妙
味
が
あ
り
、
適
当
な
運
動
量
で

無
理
な
く
い
つ
ま
で
も
で
き
る
も
の

な
の
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
お
す
す

め
し
た
い
。

　

私
は
も
と
も
と
営
業
マ
ン
で
あ
っ

た
し
、
根
が
ア
ウ
ト
ド
ア
向
き
人
間

な
の
で
、
外
で
人
に
会
う
の
は
好
き

な
の
だ
。
こ
の
10
年
は
二
階
堂
白
寿

会
を
基
点
と
し
て
、
み
ら
い
ふ
る
鎌

倉
の
種
々
の
組
織
行
事
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
ご
参
考
に
私
の

そ
の
利
用
の
実
態
を
報
告
し
て
み
よ

う
。

⑴
二
階
堂
白
寿
会
…
市
内
で
三
番
目

に
古
い
歴
史
を
持
つ
白
寿
会
は
、
二

階
堂
農
園
を
市
か
ら
借
用
し
て
お

り
、
40
人
ほ
ど
が
利
用
し
て
い
る
。

私
も
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い
、
種
か

ら
立
派
な
野
菜
に
育
つ
そ
の
感
激
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
共
同
で
作

っ
た
じ
ゃ
が
い
も
や
玉
ね
ぎ
は
、
市

内
の
老
人
ホ
ー
ム
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
る
。

⑵
料
理
教
室
…
福
祉
会
館
で
月
1

回
、〝
男
子
厨
房
に
入
る
べ
し
〞
と

蓼
沼
先
生
の
指
導
を
受
け
て
、
た
ま

に
家
で
腕
前
を
披
露
す
る
。

⑶
健
康
カ
ラ
オ
ケ
…
極
楽
寺
の
前
々

か
ら
カ
ラ
オ
ケ
教
室
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
稲
村
、
極
楽
寺
地
区
の
人
中
心

に
、
月
4
回
弁
当
持
ち
で
集
ま
り
、

大
い
に
喉
を
競
っ
て
研
鑽
し
あ
う
の

が
楽
し
い
。

⑷
歩
こ
う
会
…
八
幡
宮
で
の
体
操
仲

間
の
遊
歩
会
に
、
こ
の
半
年
で
は
5

回
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
稲
村
の

稲
穂
会
に
も
参
加
し
、
久
能
山
、
深

川
門
前
仲
町
、
豪
徳
寺
等
日
帰
り
旅

行
で
あ
る
。

⑸
本
部
主
催
の
研
修
旅
行
…
今
年
は

5
月
の
萩
・
広
島
行
き
。
地
区
主
催

の
バ
ス
旅
行
に
も
参
加
し
、
6
月
に

は
沼
田
ー
水
沢
の
〝
さ
く
ら
ん
ぼ
狩

り
〞
に
参
加
。

　

ご
覧
の
よ
う
に
私
の
日
常
生
活
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
は
す
べ
て
〝
み
ら
い

ふ
る
鎌
倉
〞
が
ら
み
で
私
に
と
っ
て

今
や
何
よ
り
の
活
動
舞
台
は
〝
み
ら

い
ふ
る
〞
で
あ
り
、
皆
さ
ん
も
も
っ

と
大
い
に
活
用
し
た
ら
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

原
稿
募
集
｜
投
稿
規
定
｜

 

次
号
は
「
映
画
特
集
」
と
し
ま
す
。

日
本
映
画
で〝
思
い
出
に
残
る
２
本
〞

を
挙
げ
、400
字
以
内
で
２
本
の
映
画

へ
の
想
い
を
吐
露
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
あ
わ
せ
て
今
一
つ
の
「
私
の
人
生

を
支
え
た
こ
と
ば
」（
い
わ
ゆ
る
座

右
の
銘
の
よ
う
な
も
の
）
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
こ
と

な
ど
お
書
き
く
だ
さ
い
（
400
字
以

内
）。
▼
川
柳
も
大
分
定
着
し
て
き

ま
し
た
。引
き
続
き
短
歌
・
俳
句
や
元

気
の
ス
ス
メ
と
と
も
に
活
発
な
投
句

を
期
待
し
ま
す
。
▼
次
号
66
号
は
平

成
23
年
３
月
31
日
の
発
行
で
す
。

◎
送
り
先
は
…
鎌
倉
市
役
所
高
齢
者

い
き
い
き
課
内
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
事

務
局
ま
で（
鎌
倉
市
御
成
町
18
ー
10
）

◎
締
切
…
平
成
23
年
1
月
10
日

◎
紙
面
割
り
の
都
合
で
、
原
稿
の
採

用
、
内
容
の
一
部
修
正
等
に
つ
い
て

は
ご
一
任
願
い
ま
す
。
原
稿
等
は
返

却
い
た
し
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

　

今
号
は
投
稿
が
今
ま
で
で
一
番
多

く
、
多
少
縮
小
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か

す
べ
て
載
せ
ら
れ
ま
し
た
。　
（
Ｋ
）

〈
お
わ
び
と
訂
正
〉

•
64
号
８
頁
、「
山
崎
方
代
」
さ
ん

の
写
真
撮
影
者
が
湯
山
晃
敏
氏
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
湯

川●

晃
敏
氏
で
す
。
湯
川
様
に
は
大
変

申
し
訳
な
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
、
訂

正
い
た
し
ま
す
。

浄
明
寺
長
寿
会

浄
明
寺
長
寿
会

金
森　

悦
朗

金
森　

悦
朗

私の日常生活の基盤は私の日常生活の基盤は
〝みらいふる鎌倉〟である〝みらいふる鎌倉〟である

二階堂白寿会　　松岡　政之輔二階堂白寿会　　松岡　政之輔

み
ら
い
ふ
る
入
会
勧
奨
！

み
ら
い
ふ
る
入
会
勧
奨
！ 巣鴨とげ抜き地蔵にて巣鴨とげ抜き地蔵にて

　次号の「やまもも 66号」（H23.3 発行）にて「私の大正・昭和史」として
投稿を募集いたします。

「私の大正・昭和史」の投稿募集について

◎投稿規定　800字まで、写真は 2枚まで
◎テーマ　「私の大正・昭和史（戦前、戦中、戦後）」
◎締切　12月 20日㈪　当日消印有効
◎宛先　〒 248-8686　御成町 18-10　鎌倉市役所高齢者いきいき課内

みらいふる鎌倉事務局　秋山宛

鎌倉市大船3ー1ー30120ー57ー4142

あなたの足先が変われば
　　歩行が変わり元気いっぱいに
あなたの足先が変われば
　　歩行が変わり元気いっぱいに

大人用 Mサイズ　 22～24cm大人用 Mサイズ　 22～24cm
          L サイズ　 25～27cm          L サイズ　 25～27cm
カラーカラー    生成り生成り ・ 黒 ・ ピンクピンク ・ ブルブルー

大人用 Mサイズ　 22～24cm
          L サイズ　 25～27cm
カラー  生成り ・ 黒 ・ ピンク ・ ブルー

指先がでているから、
転倒防止 ・ 歩行機能を安定させます
指先がでているから、
転倒防止 ・ 歩行機能を安定させます

1,050円（税込）1,050円（税込）
お問合せは（株）イーエムジャパン

0120ー378ー785
鎌倉市御成町11ー1 長塚ビル3階
http://www.stepon.co.jp/kamakura/

定 休 日 毎週火曜日・水曜日
営業時間 9：30 ～ 18：20

土曜日・日曜日・祝日も営業いたしております。

鎌倉市大船２ー１８ー３６ 45ー0485

2 3０～： 5 3０：
９００～： １２００：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ／ ○ ○ ○
○ 手術手術 手術手術／ ○ ／

日・祝
／
／

休診日　日曜・祝日・水曜

「多焦点眼内レンズを用いた白内障手術」の先進医療認定医療機関

大船田園眼科
白内障日帰り手術対応

社会福祉法人 清和会 特別養護老人ホーム

鎌倉市坂ノ下33ー3
ボランティア ・ 職員随時募集中！

デイサービス・ショートステイのご利用、
ケアプラン作成等、ご相談下さい。

泰川恵吾理事長は「日本でいちばん幸せな医療」（小学館刊）の著者 泰川恵吾理事長は「日本でいちばん幸せな医療」（小学館刊）の著者 
泰川恵吾理事長は東京女子医大救命救急センターICU医長を経て、平成9年に沖縄県宮古島にてドクターゴン診療所を開設。 
離島治療に真剣に取り組み、その訪問診療活動が、TV・雑誌等に取り上げられ、平成16年7月には本が出版されました。 

鎌倉市常盤530ー1 Iビル1F
0467（32）5252

ラ・ヴィータ
プラザ湘南

豊かなシニアライフをサポートします

ラ・ヴィータ
プラザ湘南

施設選びで困る前に
　　　私たちにお任せください

鎌倉市大船1－15－11【大船駅より徒歩5分】

0120ー46ー7727

有料老人ホームや介護施設のご紹介 ワンダードア
住まいのトータルリフォーム

平塚市河内４４７－３３

（0463）33ー8815

●塗装工事 ●内装リフォーム等


